
住
み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
魅
力
い
っ
ぱ
い
元
気
な
浜
田

～
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～

５ 令
和
６
年

N
o.277

広
報

今
年
も
開
花
し
ま
し
た

三
隅
大
平
桜
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「架け替えが進む周布橋」（令和６年１月撮影）

浜
田
市
議
会
の
令
和
６
年
３
月
定
例
会
議

に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
の

編
成
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
各
部
内
に
お
い
て
徹
底

し
た
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、「
中
期
財

政
計
画
」に
沿
っ
た
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
裁
量
経
費
の

施
策
別
予
算
配
当
に
お
い
て
、
行
財
政
改
革

実
施
計
画
の
効
果
額
を
反
映
さ
せ
る
一
方
で
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
将
来
を
見
据
え
て
よ

り
良
い
浜
田
市
を
創
り
あ
げ
る
た
め
に
必
要

と
な
る
事
業
の
要
求
枠
を
設
定
し
、
柔
軟
な

発
想
に
よ
る
事
業
提
案
の
機
会
を
担
保
し
ま

し
た
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
周
布
橋
及
び
谷
口
橋
の

架
け
替
え
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
回
線
化

に
係
る
宅
内
引
込
工
事
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

小
中
学
校
特
別
教
室
（
主
に
音
楽
教
室
）
へ

の
エ
ア
コ
ン
整
備
や
防
護
柵
の
緊
急
対
策
工

事
を
３
か
年
計
画
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、

次
期
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
美
又
地

域
の
外
湯
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
面

で
は
、
婦
人
科
診
療
開
設
な
ど
に
か
か
る

支
援
や
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
発
信
強
化
、

草
刈
り
や
雪
下
ろ
し
な
ど
地
域
と
の
協
働
に

よ
る
高
齢
者
の
生
活
支
援
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。
一
方
で
、
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た

め
、
約
８
億
円
の
地
方
債
の
繰
上
償
還
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
の
結
果
、
令
和
６
年
度

の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
３
９
１
億
４
２
６

８
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
の
比
較
に
お
い

て
は
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
改
良

工
事
に
よ
る
広
域
行
政
組
合
負
担
金
の
大
幅

増
に
伴
い
、
金
額
で
17
億
５
２
６
８
万
円
の

増
、
率
に
し
て
４
．
７
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

地
方
財
政
対
策
を
注
視
し
つ
つ
、
総
合
振
興

計
画
や
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
10
月
に
策

定
し
た
行
財
政
改
革
大
綱
を
踏
ま
え
、
人
口

減
少
な
ど
に
よ
る
変
化
に
対
応
し
た
体
制
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
総
合
振
興
計
画

に
掲
げ
る
政
策
実
現
、
新
た
な
行
政
需
要
へ

の
対
応
に
必
要
と
な
る
財
源
に
つ
い
て
は
、

既
存
事
業
を
随
時
見
直
し
な
が
ら
、「
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
ビ
ル
ド
」
に
よ
る
事
業

構
築
を
図
る
な
ど
、
将
来
に
責
任
の
あ
る
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

問合せ
・財政課財政係　☎㉕９２１０
・各事業担当課

令和６年度浜田市当初予算

予
算
編
成
概
要

持
続
可
能
な
財
政
体
質
の

　
　
　
　
　
確
立
に
向
け
て

一
般
会
計
予
算

総
額

３
９
１
億
４
２
６
８
万
円

泫表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

（単位：百万円）

■公営企業会計（３会計） （単位：千円）
会　　計　　名 収入 支出

水  道  事  業 収益的収支 1,869,452 1,849,913
資本的収支 1,089,092 1,667,440

工業用水道事業 収益的収支 141,991 142,200
資本的収支 10,324 11,968

下 水 道 事 業 収益的収支 998,224 1,006,259
資本的収支 1,844,848 2,201,031

■特別会計（３会計） （単位：千円）
会　　計　　名 予算額

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 5,529,418
直 診 勘 定 292,192

駐 車 場 事 業 23,057
後 期 高 齢 者 医 療 1,015,931

歳　出

（単位：百万円）歳　入
市税
9,261（23.7%）

分担金及び
負担金
225（0.6%）
使用料及び
手数料
421（1.1%）

地方譲与税等
2,213（5.7%）

繰入金
2,895（7.4%）
諸収入
1,146（2.9%）
その他
1,419（3.6%）地方交付税

10,450（26.7%）

国庫支出金
4,630（11.8%）

県支出金
2,667（6.8%）

市債
3,816（9.7%）

一般会計
歳入

391億4,268万円（39.3%）

泫表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

人件費
6,437（16.4%）

扶助費
7,299（18.7%）

公債費
5,741（14.7%）

補助費等
6,639（17.0%）

普通建設事業費等
4,049（10.3%）

物件費
4,908（12.5%）

維持補修費
334（0.9%）

積立金
663（1.7%）

貸付金
81（0.2%）

繰出金
2,992（7.6%）

一般会計
歳出【性質別】
391億4,268万円

（49.8%）

義
務
的
経
費

自 主
財
源

一般会計の概要

特別会計・公営企業会計

(60.7%)

投資的経費
（10.3%）

一般会計の概要

語 説解
●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：事業をするために、事業
の受益者から、一部を負担してもらうお金
●使用料及び手数料：施設の使用料や諸証明の
発行などの手数料
●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：寄附金など
●地方譲与税等：国税の一部又は全部が市に交
付されるお金
●地方交付税：全ての市町村で等しく行政サー
ビスが提供できるよう国が交付するお金
●国庫支出金：特定の事業に対して交付される
国からの補助金など
●県支出金：特定の事業に対して交付される県
からの補助金など
●市債：市が資金調達のために借り入れるお金

用 （歳入）

●人件費：市の職員の給与や退職金などの経費
●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療費な
どの経費

●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要する
経費

●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校など
公共用又は公用施設の建設に要する経費及び災
害復旧に要する経費

●物件費：旅費・需用費・役務費・委託料・使用
料及び賃借料などの物財調達のための経費

●維持補修費：市が管理する公共用又は公用施設
などを維持するために必要な補修経費

●補助費等：各種団体に対する補助金・交付金・
負担金などの経費

●積立金：基金などに積み立てるための経費
●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目的と
して貸付けを行うための経費

●繰出金：一般会計と特別会計又は特別会計相互
間において支出される経費

語 説解用 （歳出）

※　令和６年度から、農業集落排水事業、漁業集落排
水事業及び生活排水処理事業を公営企業会計に移行
し、公共下水道事業会計と一本化して「下水道事業
会計」となりました。

（39.9%）

その
他
の
経
費

依
存
財
源
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庁舎の管理、徴税、まちづくりセンター
の管理などに使います。

116,674円

子育て支援や高齢者、障がいのある人
への支援、生活保護などに使います。

239,017円

商業や工業、観光の振興、企業誘致
などに使います。

17,586円

39,466円

ごみ処理や火葬場の維持、病気の予防、
環境保全などに使います。

消火活動、救急救命などに使います。

28,202円

道路や河川、公園、住宅の整備など
に使います。

借金の返済に使います。
今年度末借入金（地方債）残高見込
１人あたり79万7,235円116,039円

小中学校、幼稚園、文化財保護、
社会教育などに使います。

66,456円

議会運営、災害復旧
などに使います。

8,044円
泫金額はそれぞれ四捨五入しているため、合計額は必ずしも一致しません

農業や林業、水産業の振興に使います。

93,384円

66,277円

総務費 民生費

商工費

農林水産業費衛生費

消防費土木費

公債費 教育費

その他
１人あたりの
歳 出 額
79万1,145円

支出（　）は市の性質別区分 令和６年度当初予算 構成比（%）
食　費（人件費） 64万4千円 16.4 
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 49万1千円 12.5 
医療費（扶助費） 73万円 18.7
ローンの返済金（公債費） 57万4千円 14.7
子どもへの仕送り（繰出金） 29万9千円 7.6
家の増築費（普通建設事業費等） 40万5千円 10.3 
町内会費、サークル会費（補助費等） 66万4千円 17.0 
定期貯金（積立金） 6万6千円 1.7 
アパートの修理、知人へ貸したお金など（維持補修費、貸付金など） 4万1千円 1.1 

合　　　計 391万4千円 100.0 

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入  兄弟からの援助（国県支出金）が減ります。家を増築するための銀行からの借入金（市債）が増えます。
・支出 子どもへの仕送り（繰出金）が減ります。町内会費、サークル会費（補助費等）が増えます。

収入（　）は市の収入科目 令和６年度当初予算 構成比（%）
自
主
財
源

給料（市税） 92万6千円 23.7 
アパートの家賃収入などの副収入（使用料及び手数料など） 32万1千円 8.2
預金の取崩し（繰入金） 28万9千円 7.4 

依
存
財
源

親からの援助（地方交付税、地方譲与税等） 126万6千円 32.4 
兄弟からの援助（国県支出金） 73万円 18.6 
家を増築するための銀行からの借入金（市債） 38万2千円 9.7 

合　　　計 391万4千円 100.0 

市民１人あたりの歳出状況

令和６年度当初予算額 391億4,268万円 を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう。（ 　 　 ）人　口　49,476人

世帯数　25,233世帯
（Ｒ６．３．１現在）

浜田さん家の家計簿 予算額（一般会計）を10,000分の１にして
１年間の家計簿風にしてみると…

泫表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

　今年度の歳出予算のうち、新規事業
を中心に、主な事業をお知らせします。

※　金額は今年度にかかる事業費であり、表示単位未満単純
　四捨五入を行っています。
※　事業の詳細については、担当課にお問い合わせください。

今年度の主な事業

事業内容

　婦人科を開業する者に対して開設費用などの一部
を助成します。

○婦人科診療開設等支援補助金

7,200万円婦人科診療開設等支援事業

担当　健康医療対策課

健康でいきいきと暮らせるまち

事業内容

担当　維持管理課

完成イメージ図

事業内容

　美又温泉国民保養センター敷地内にある休養
ホームなどの解体跡地に、各温泉旅館の外湯を兼
ねた日帰り入浴施設を整備します。

○整備スケジュール
令和５年度：基本構想の策定、休養ホームなどの
　　　　　   解体
令和６年度：美又温泉国民保養センター敷地内
　　　　　   にある休養ホームなど解体跡地に建
　　　　　   設する入浴施設の詳細設計
令和７年度：入浴施設の建設

5,690万円美又地域再開発事業

担当　金城支所産業建設課

活力のある産業を育て雇用をつくるまち

事業内容

　「和紙：日本の手漉和紙技術」が令和６年度に
ユネスコ無形文化遺産登録10周年記念を迎えるに
あたり、京都府京都市で記念事業を行います。

〇記念事業実行委員会負担金
○石州半紙技術者会記念イベント補助金
開催日程（予定）
①記念事業　　
日程　式典など　12月１日㈰
　　　　展示・ワークショップなど
　　　　11月25日㈪～12月１日㈰
場所　元離宮二条城（京都市）
②石州半紙技術者会記念イベント
日程　８月10日㈯、11日㈰
内容　紙漉き体験、販売、展示など
場所　石州和紙会館

214万円ユネスコ無形文化遺産登録
10周年記念事業

担当　産業振興課

桧ヶ浦児童遊園

杵束まちづくりセンター

休養ホーム
もみじ荘
（Ｒ５解体済）

整備実施済みの公園

　子育て世代が子どもと一緒に安心して遊べる場と
なるよう身近な公園の遊具などを整備します。
　「浜田市身近な公園整備基本方針」で示した課題
に対応するため、現行の事業費を増額するとともに、
事業期間を延長（令和４年度から令和６年度まで→
令和10年度まで）します。

公園環境整備対策事業 5,810万円

①地域の状況に応じた公園・広場の配置
　○公園・広場の空白地の解消
　○安心して遊べる場所の整備・保全
②既存公園の魅力度の向上
　○幼児向け遊具の充実
　○トイレ環境の改善
③持続可能な公園づくり
　○老朽施設（遊具など）の修繕・更新

拡充

新規

継続新規
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今年度の主な事業

生活基盤が整った快適に暮らせるまち

事業内容

　令和７年度に浜田市で開催される全国高等学校
総合体育大会（体操競技）の実行委員会事務局を
設置し、大会開催に向けた準備を行います。

○開催市負担金
全国高等学校総合体育大会（浜田会場）概要
開催日程：令和７年７月下旬～８月上旬（予定）
開催競技：体操競技
浜田市実行委員会の設置：令和６年６月（予定）

674万円

新規全国高等学校総合体育大会運営事業

事業内容

　インターネット上において、イベント情報を誰
でも気軽に発信でき、誰もがよく目にする仕組み
作りを行うことで、市内のイベント情報発信力の
強化を図ります。

○ウェブサイト等改修業務委託
○ウェブサイト等改修補助金

217万円イベント情報発信事業

担当　政策企画課

新規

事業内容

　日本遺産に認定された「石見神楽」の保存・伝
承及び市民や観光客など多くの人に知ってもらう
ための情報発信の内容や機能・手法などを検討し
ます。

○石見神楽伝承内容検討業務委託料
○専門委員会等開催経費

652万円石見神楽伝承内容検討事業

担当　文化振興課　神楽文化伝承室

新規

夢を持ち郷土を愛する人を育むまち

事業内容

　夏場の学習環境の改善と熱中症対策を図るため、
小中学校の特別教室（主に音楽教室）にエアコン
を設置します。

整備スケジュール
令和６年度：特別教室エアコン設置設計委託
令和７年度：特別教室エアコン設置工事（中学校）
令和８年度：特別教室エアコン設置工事（小学校）

803万円特別教室エアコン整備事業

担当　教育総務課

新規

事業内容

　故橋本明治画伯の生誕120年を記念して開催さ
れる記念展に係る費用の一部を助成します。

○橋本明治生誕120年記念展補助金
展示プラン案
第１展示室

　少年時代～学生時代
第２展示室

　作品が誕生するまで①
　本画ができるまでの過程を紹介
　（本画も併せて展示）
第３展示室

　秘蔵写真公開＆浜田市収蔵作品の展示
　寄贈された写真と浜田市世界こども美術館収蔵
　作品の展示
第４展示室

　作品が誕生するまで②
　本画ができるまでの過程を紹介

350万円
橋本明治生誕120年記念展事業

担当　文化振興課

新規

前回大会（平成28年度）の様子

担当　スポーツ振興課

　　　

今年度の主な事業

事業内容

災害など緊急時における情報伝達手段として、
浜田市防災行政無線の更新を含む次期防災情報シ
ステムを整備します。

整備スケジュール
令和６年度　　実施設計業務委託
令和７年度～　金城地域、三隅地域　施工
　　　　　　   親局等施工
令和８年度　　旭地域、弥栄地域　施工
　　　　　　   浜田地域　施工

1,668万円
次期防災情報システム整備事業 新規

事業内容

令和元年３月に作成した津波ハザードマップ及
び令和３年３月に作成した防災ハザードマップに
ついて、最新のデータを反映して合冊・更新を行
います。

○防災ハザードマップ作成業務委託料
○印刷製本費

2,000万円

担当　防災安全課

安全で安心して暮らせるまち

防災ハザードマップ作成事業

事業内容

　中山間地域において安心して住み続けることのでき
る環境を整備することを目的とし、高齢者の生活支援
に取り組む地区まちづくり推進委員会に対し、その事
業に要する費用の一部を補助することにより、住民相
互の助け合いによる活動の推進を図ります。

〇地域支え合い生活支援事業補助金
1　補助対象者　 地区まちづくり推進委員会
2　補助対象事業　次のいずれにも該当する軽作業
（生活支援サービス）
①高齢者（70歳以上）のみの世帯からの依頼に基づき
　実施するもの
②地区まちづくり推進委員会、ボランティア団体、シ
　ルバー人材センターなどが実施するもの
③依頼者が居住する地区まちづくり推進委員会のエリ
　ア内で実施する作業
（生活支援サービス）
　草刈り、草取り、除雪、雪下ろし、ハチの巣駆除　
掃除、片付け、家事支援　など
3　補助対象経費
①生活支援サービスの提供に要した経費から利用者負
　担額又は利用者負担基準額に利用時間を乗じて得た
　額のいずれか大きい額を差し引いた額　
※　利用者負担基準額：1,000円/ １時間
                                (作業員１人あたり)
②軽作業に必要な消耗品（草刈機チップソー、混合油、
　除雪スコップ、殺虫剤など）
4　補助率 10/10
5  補助上限額　地区まちづくり推進委員会が属する
　まちづくりセンターの数に150千円を乗じた額

165万円

担当　まちづくり社会教育課

協働による持続可能なまち

協働推進事業（地域支え合い生活支援事業）

事業内容

地区まちづくり推進委員会が取り組む事業を持続的
に実施していくために、事務支援等を行う地区サポー
ターを試行的に設置します。

業務内容　地域の取組状況によって、①～④の支援業
　務などを行う。
　① 事業・事務支援　② 地域実態の把握
　③ まちづくり計画の策定・更新支援
　④ 事業部会、有償ボランティア団体の設立支援
配置人数　６人
勤務地　まちづくりセンター、地区まちづくり推進委
　員会の拠点（事務局所在）施設

1,922万円 新規地区サポーター設置事業

担当　まちづくり社会教育課

事業内容

機能が低下している道路の安全施設としての防
護柵について、緊急的に修繕、更新及び設置を行
い通行の安全を図ります。

○危険箇所修繕工事
【浜田】34箇所（緊急性：高14箇所、中19箇所、低１箇所）
【金城】39箇所（緊急性：高４箇所、中35箇所、低０箇所）
【旭】   49箇所（緊急性：高11箇所、中33箇所、低５箇所）
【弥栄】26箇所（緊急性：高６箇所、中20箇所、低０箇所）
【三隅】26箇所（緊急性：高１箇所、中６箇所、低９箇所）
整備スケジュール
　令和６年度　36箇所（緊急性：高の36箇所）
　令和７年度　63箇所
令和８年度　65箇所

5,200万円

担当　維持管理課、各支所産業建設課

新規防護柵緊急対策事業

担当　防災安全課

新規 新規
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問合せ　政策企画課企画係　☎㉕９２００

２．「仕事」の創出

No. 事業名 通常補助額 若者支援
ファンド上乗せ 若者合計 担当課

2-1

起業家支援プロジェクト事業

商工労働課
事業支援係
☎㉕９５０１

①起業等支援事業補助金
対　象　起業に伴う費用

　　　　（店舗改修費、備品購入費など）
補助率　対象経費の１/２以内

上限20万円
女性・若者
上限30万円

上限20万円 上限50万円

②創業者支援資金補助金
対　象　創業支援
対象経費　１年間の利子及び信用保証料

上限30万円 上限30万円 上限60万円

③商業支援事業補助金
　対　象　小売店等開業支援、商業環境
　　　　　整備、移動販売・宅配支援
補助率　対象経費の１/２以内

　　   （移動販売・宅配支援は２/３以内）

上限200万円 上限30万円 上限230万円

１．「就業」の支援
No. 事業名 通常補助額 若者支援

ファンド上乗せ 若者合計 担当課

1-1

漁業就業支度金
対　象 Ｕ・Ｉターンしまね産業体験事

　　　　　  業を終了し、漁業に就業する人
内　容　漁業就業支度金を支給

研修期間中
12万円×12月
（定住財団）

30万円 30万円
水産振興課
水産係
☎㉕９５２０

1-2

若者就農対策支度金
対　象　当該年度に、浜田市の認定新

　　　　　規就農者として認定を受けた人
内　容　就農対策支度金を支給

新規就農開始
から３年間
12.5万円×12月

30万円 30万円
農林振興課
普及支援係
☎㉒３５００

1-3

地域おこし協力隊起業・事業承継
支援事業補助金
対　象　浜田市の地域おこし協力隊員
対象経費　起業、事業承継に要する経費
内　容　対象経費の10/10

上限100万円 上限50万円 上限150万円
定住関係人口
推進課
移住定住係
☎㉕９５１１

ファンド事業 で応援します

若者支援ファンド
事業については市
ホームページから
も見られます

若者の住まい確保
や起業などへ支援
をしてほしい。

若者支援ファンドは、
対象者が39歳以下の
場合活用できます。

令和５年度から、若者世代の声をもとに創設した若者支援ファンド事業（令和８年３月までの３年間で１
億5,000万円）による「若者が暮らしたいまちづくり」への取組を進めています。
若者支援ファンド事業では、現在実施している各種補助事業に若者（Ｕ・Ｉターン者含む）を対象とした

上乗せ補助や新たな若者支援策など、若者の生活、まちづくり、起業などの支援を行います。

若者世代の声から
　　　　　生まれた

今、浜田に住んで
いる若者を支援し
てほしい。

若者支援

４．地域活動支援

No. 事業名 通常補助額 若者支援
ファンド上乗せ 若者合計 担当課

4-1

市民協働活性化支援事業補助金
対　象 市内団体が行う協働活性化事業
補助率　対象経費の１/２以内

　※　申請時に団体の構成員が「39歳以
　　下の人が５人以上」又は「半数以上」
　　の団体が対象

上限20万円 上限20万円 上限40万円
（補助率３/４）

まちづくり
社会教育課
地域活動支援係
☎㉕９２０１

4-2

大学等高等教育機関と連携したまちづく
り推進事業補助金
対　象　大学等高等教育機関、学生

　団体、市内団体が、大学などと連携
　して行うまちづくり推進事業
補助率　対象経費の３/４以内

　※　申請時に構成員のうち「39歳以下
　　の人が５人以上」の団体が対象

上限５万円 上限５万円 上限10万円
政策企画課
企画係
☎㉕９２００

4-3

ふるさと同窓会支援事業補助金
　対　象　市内で同窓会を開催する人
　補助率　対象経費の10/10
　※　申請時に出席予定者のうち
「18歳以上39歳以下の人が10人以　

　　上（同窓生が20人未満の場合は半　
　　数以上）」の同窓会などが対象

ー
１人上限
２千円

１人上限
２千円

定住関係人口
推進課
関係人口係
☎㉕９５１１

３．「住まい」の支援
No. 事業名 通常補助額 若者支援

ファンド上乗せ 若者合計 担当課

3-1

若者住宅取得支援事業補助金
対　象　住宅取得（新築・中古）に

　　　　　要する費用
補助率　住宅取得費用（土地・建物）

　　　　　の２/100以内

ー 上限40万円 上限40万円
建築住宅課
住宅管理係
☎㉕９６３０

3-2
住宅リフォーム助成金
対　象　住宅リフォーム事業
補助率　対象経費の１/10以内

上限20万円 上限20万円 上限40万円
（補助率15/100）

建築住宅課
指導係
☎㉕９６３０

3-3

再生可能エネルギー設備導入支援事業補助金

環境課
カーボンニュー
トラル推進室
☎㉕９００８

①住宅用太陽光発電設備
対　象　住宅用太陽光発電設備設置
補助率　太陽電池モジュールの公称最

　　　　　大出力１kwあたり３万円

上限12万円 上限16万円 上限28万円

②太陽熱利用設備
対　象 太陽熱利用設備設置
補助率 対象経費の１/３以内

上限20万円 上限30万円 上限50万円

③蓄電池設備
対　象 蓄電池設備設置
補助率 対象経費の10/10以内

上限10万円 上限14万円 上限24万円

④木質バイオマス
対　象 木質バイオマス設備設置
補助率 対象経費の１/２以内

上限30万円 上限30万円 上限60万円

新規

　同窓会
上限５万円

　同窓会
上限５万円
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プレミアム
付

問合せ　はまだ応援チケット実行委員会事務局
　　　　☎㉕５５０１

利　用　期　間

▼
令和４年

９月４日

令和４年

５月28日

第
弾4
はまだ応援チケット

を発行します
概　要

購入の対象 　市内に在住する世帯
購入制限 　各販売期間において、１世帯につき４冊まで

額面

　１冊6,000円分のチケットを5,000円で販売
　【内訳】
　・地元応援券：６枚／3,000円
　・共　通　券：６枚／3,000円

チケット発行冊数 10万２千冊

購入券について

チケット購入には、広報はまだ６月号（次号）に同封する
購入券が必要となります。大切に保管してください。
広報はまだが届かないなど、購入券の受取ができない世帯
は、実行委員会事務局（浜田商工会議所）へお問い合わせく
ださい。

販売期間

１次販売
　　６月14日㈮～23日㈰
２次販売　※　１次販売で販売残がある場合
　　６月28日㈮～７月２日㈫
３次販売　※　２次販売で販売残がある場合
　　７月５日㈮～９日㈫
４次販売　※　３次販売で販売残がある場合
　　７月12日㈮～16日㈫
※　４次販売まで予定していますが、売り切れ次第販売終了
　　しますので、あらかじめご了承ください。

販売場所
　市内郵便局24局、浜田ニューキャッスルホテル、
　道の駅ゆうひパーク浜田、浜田市観光協会特産品販売所、
　リフレパークきんたの里、Aコープあさひ、小松路、
　道の駅ゆうひパーク三隅、浜田商工会議所

チケット利用期間 　６月14日㈮～９月30日㈪

B U Y浜田運動
浜田のモノを買おう！浜田を応援しよう！

～ＢＵＹ浜田運動をご存じですか？～

地元（浜田市）の産品や地元の店で
買物をすることで、地域内の経済循環
をつくり、経済を活性化させることに
より、市民の暮らしを向上させる運動
です。

ＢＵＹ浜田運動とは

地元のお店で買い物をしよう
地元食材の良さを知ろう
地元産品（農産物や加工品）を買おう

地元の原材料を活
い
かした商品の生産・

加工に努めよう

＼あなたの買い物が浜田の力に／

消費者 生産・加工業者 

このマークが目印です。
地元産品を積極的に買って、
浜田を応援しましょう。

地元産品の消費拡大を目指そう

問合せ　浜田市「BUY浜田運動」推進委員会
　　　　（商工労働課事業支援係）　☎㉕９５０１

「ＢＵＹ浜田運動」の普及に取り組もう

行政・経済団体小売業者

暮らしを良くするためにわたしができること

市内のスーパーでは、「ＢＵＹ
浜田運動」を多くの皆さんに知っ
ていただくため、のぼり旗やロゴ
マークのシールを活用しＰＲを
行っています。

　これらの取組により、地域外へお金が出ていくのを抑えることで地域経済の活性化を目指します。
　みんなが意識して実践することで、市民の皆さんの暮らしが良くなります。
　みんなの力で浜田市を元気にしましょう！
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浜田市では、就学や就職を理由に市外へ転出していく若い人たちが増えており、それにともなって、生まれてく
る子どもの数も年々少なくなっています。
そこで、元気で活力あるまちづくりに欠かせない若い人たちの定住に向けた施策を展開するため、若者が暮らし

やすいまちづくりに取り組んでいます。
その中心的なメニューとして、出会いから子育てまでをトータルで応援する様々な施策を実施しています。

第３子以降の子どもなどへの支援

① 新生児
子育て応援金

子どもが生まれた世帯に対し、応援金（第１子、第２子：５万円、第３子以降：30万円）
を支給します。
※　何子目に当たるかは、高校卒業18歳までの子どもの人数で数えます。

② 保育料無償化 第３子以降の子どもについて、保育所（園）、認定こども園及び認可外保育施設の保育料
を無償とします。

③ 保育所（園）など
給食費無償化

第３子以降の子どもについて、保育所（園）、認定こども園、幼稚園及び認可外保育施設
の給食費を無償とします。

そのほかの支援

④ 出会い・結婚・出産・子育て
応援事業所の認定

従業員の出会い、結婚、出産、子育てを積極的に支援する取組を行う事業所
を認定します。

⑤ 不妊治療に対する支援

経済的な負担を軽減するために治療費の助成をします。
・一般不妊治療費助成　限度額　15万円
・生殖補助医療費助成　限度額　12万５千円（治療内容により36万円）
・不育症治療費助成　　限度額　５万円

⑥ 産前産後家事支援サポーター
派遣事業のお試し券

妊娠中から３歳に達した次の３月末までの子どもを持つ親に対し、家事支援
などを行う事業のお試し券（２時間分）を、新規登録時に無料配布します。

⑦ ファミリー・サポート・
センター事業のお試し券

生後３か月から小学校６年生までの子どもを持つ親に対し、育児援助を受け
ることができる事業のお試し券（１時間分）を、新規登録時に無料配布します。

⑧ 紙おむつ廃棄用ごみ袋の配布 子どもが生まれた世帯に対し、紙おむつ廃棄用のごみ袋１年分を配布します。
（燃やせるごみ収集袋（中）120枚）

子育てしやすいまち　浜田

出会いから　　　　まで　しっかり応援しますから　　　　まで　しっかり応援します子育て

問合せ　子ども・子育て支援課
①、④　　　子ども政策係　　　☎㉕９３３１
②、③　　　保育所幼稚園係　　☎㉕９３３０
⑤、⑥、⑧　子育て世代包括支援センター ☎㉒１２５３
⑦　　　　　はまだファミリーサポートセンター ☎㉒８９１２

出産・子育て支援

①結婚新生活支援事業補助金 ②結婚新生活応援金

概要

新婚世帯の住居費（購入費用、賃貸費用、リフォー
ム費用）や引っ越し費用を補助します。

・補助上限額　１世帯当たり30万円
　※　ただし、夫婦共に29歳以下の場合、
　　１世帯当たり60万円

新婚世帯へ結婚新生活応援金を支給します。
・１世帯当たり10万円

対象要件
（※）

・令和６年１月１日以降婚姻届を提出
・夫婦ともに婚姻日の年齢が39歳以下
・申請時に夫婦ともに住民票の住所が補助対象と
なる住宅の住所になっていること

・申請日から継続して５年以上、夫婦の双方が浜
田市に定住する見込みがあること

・直近の所得証明書をもとにした夫婦合計所得が
500万円未満であること

・婚姻日に夫婦双方又は一方が市内に住所を有し、
かつ申請時に夫婦ともに市内に住所を有すること
・申請日から継続して５年以上、夫婦の双方が浜
田市に定住する見込みがあること
・年齢要件、所得要件、使途の制限なし

申請期間 令和７年２月末日まで 婚姻日から１年以内

「はぴこ」は、しまね縁結びサポートセンターに登録された縁結びボランティア
「島根はっぴぃこーでぃねーたー」の愛称です。
浜田はぴこ会は、独身男女の出会いの場をつくるために活動しています。
一緒に活動していただける人を募集中です。
問合せ 浜田はぴこ会事務局

　　　　　ショートメール専用　 ☎０８０‐２９３４‐５８９６

浜田市では、新規に婚姻した世帯に対し、少子化対策及び定住促進を目的として、次の①又は②の
いずれかの支援を行います。

「しまコ」への新規登録・更新の料金は、通常10,000円（２年間）のところ、
女性が無料、男性が半額の5,000円です。
自宅でも自分のスマートフォンなどを使って相手探しができます。

　問合せ
　定住関係人口推進課移住定住係　☎㉕９５１１

※　対象要件は他にもありますので、お問い合わせください。

しまねコンピューターマッチング「しまコ」登録料減額キャンペーン実施中

しまね縁結びサポートセンター
ホームページはこちらから
見られます

浜田はぴこ会　会員募集

出会い・結婚支援

「しまコ」とは
結婚支援システム「しまコ」は、会員制のマッチングシステムです。
20歳以上で島根県内に在住・在勤、又は将来島根県内に移住の意志や予定が

ある人で、インターネット及びメールが利用できるスマートフォン又はパソコ
ンをお持ちの人が対象です。結婚を希望する独身男女が自身のプロフィールを
登録し、相手の情報を閲覧して、会いたい人を探すことができます。

市役所本庁舎４階の定住関係人口推進課でも閲覧可能です。
・閲覧日　毎週火曜日　午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）
問合せ　しまね縁結びサポートセンター　浜田センター　☎㉕１１５０



1415 広報はまだ：令和６年５月号広報はまだ：令和６年５月号

主な講座メニュー

浜田市では、健康寿命の延伸に向け、働き盛りの従業員の健康づくりに積極的に取り組む事業所を応援する「は
まだ健活事業所応援プロジェクト」を、令和元年度から実施しています。
職場の仲間が運動不足や食事の偏りなど、健康の悩みを抱えていませんか？はまだ健活事業所応援プロジェクト

事業では、職場の仲間と一緒に楽しく健康づくりに取り組めるよう、事業所の健康づくりを支援します。

対象　健康づくりに関心のある事業所

１ 測って納得　健康チェック ８ 気になる認知症のこと
２ 「いきいき百歳体操」を体験しよう ９ 気をつけてほしい食事のポイント
３ 「フレイル」予防について 10 歯と口の健康づくり
４ 転倒予防について 11 こころを元気にするために
５ 生活習慣病の予防について 12 もっと知ろう　薬のこと
６ もっと知ろう　がんのこと 13 もっと知ろう　浜田の伝統の味
７ 女性の健康づくり
※　上記以外の内容も相談に応じます。

私たち保健師・栄養士と

一緒に健活しましょう

県道 美川周布線 穂出工区の道路改良工事にともなう県道 美川周布線 穂出工区の道路改良工事にともなう
通行規制 を実施します

　県道美川周布線の一部区間の道路改良工事に伴い、下図のとおり通行規制を行いますのでご注意ください。
ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

通行規制
内容　車両通行止（歩行者、自転車は除く。17:00～8:30、日曜・夜間は片側交互通行）
期間　5月８日㈬午前８時30分～　約４週間（予定）　※　２ｔ車以上は終日通行止

最新の規制情報は
こちらから見れます

職場の健康づくり
　　お手伝いします

健康づくり
に取り組む事業所を募集します

問合せ・出前講座申込み
健康医療対策課健康づくり係
☎㉕９３１１
各支所市民福祉課

※　周布川対岸の市道は道幅が狭く離合が困難なた　
　め、迂回路としての通行はご遠慮ください。
※　車両通行止めが終了した後は、片側交互通行に変
　更しますが、２ｔ車以上の車両は引き続き通行止め
　となります。
※　11月中旬頃より４週間程度車両通行止を予定して
　います（上記規制内容と同様）。
※　天候などにより通行規制期間が変わる場合があり
　ます。浜田県土整備事務所のホームページに最新情
　報を掲載しますのでご覧ください。

通行規制イメージ（交通手段別・時間帯別）

     問合せ　島根県浜田県土整備事務所土木工務第一課
　　       ☎㉙５６６２

0:00

8:30 17:00

8:30 17:00 24:00祝 全 国 大 会 出 場 おめでとうございます

JOCジュニアオリンピックカップ2024
全日本ジュニアスキー選手権大会
（長野県：３月23日～27日）

波佐小学校・金城中学校

全国小学生ソフトテニス大会
（千葉県：３月29日～31日）

浜田ジュニアソフトテニスクラブ

㈰
まで

ばい煙などの測定結果

項　目
測定結果

排出基準 自主規制値R５. ７.26 R ５. ７.26 R ６. ２.28 R ６. ２.28
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん　　　（g/㎥N） 0.004未満 0.004未満 0.005未満 0.004未満 0.08 0.01
硫黄酸化物　　（㎥N/h） 0.013未満 0.011未満 0.010未満 0.009未満 75.6（注1） 0.2
窒素酸化物　　　（ppm） 27 20 28 28 250 50
塩化水素　　（mg/㎥N） 16 7 15 1 700 70
全水銀　　　（μg/㎥N） 0.30 0.26 1.4 0.44 50 －

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥ N） 0.00000076 0.000021 0.0080 0.00090 １ 0.01

集じん灰中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

R５. ７.26

－ 3 －0.76
スラグ・メタル中ダイオキシン類

（ng-TEQ/g）
R５. ７.26
0.0010

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。
（注1）硫黄酸化物の排出基準は測定時の条件により変わるため、代表的な値を掲載しています。

令和５年度の測定は、表の項目の
ほか、騒音・振動・悪臭についても
実施しましたが、結果は全て基準を
下回っていました。
今後も、引き続き周辺環境に配慮
した施設運営に取り組みます。

周辺環境測定結果（大気質）（令和５年７月20日～26日、７日間連続測定）
調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準

（環境基準）

県道300号
（跡市波子
　停車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ppm）日平均値の最大値 0.000 0.04～

0.06以下
二酸化硫黄

（ppm）
日平均値の最大値 0.003 0.04以下
１時間値の最大値 0.004 0.1以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値の最大値 0.018 0.10以下
１時間値の最大値 0.043 0.20以下

塩化水素
（ppm）

平均値 ND 0.02以下最大値 ND
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0065 0.6以下

※　「ND」とは、定量下限値（0.002ppm）未満のことを表しています。

広域圏だより
浜田地区広域行政組合

浜田市・江津市

問合せ　エコクリーンセンター
（浜田地区広域行政組合総務課業務係）
　☎０８５５53５０８１

エコクリーンセンター　各種測定結果

（左から）

和田海羅さん
　三階小学校５年

田平紘涼さん
　国府小学校４年

清本幹太さん
　石見小学校６年

小谷悠善さん
三階小学校５年

竹田享仁さん
　周布小学校３年

（左から）

竹田絢音さん
　波佐小学校６年

竹田景哉さん
　金城中学校２年

※　令和６年３月時点の学年です
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浜田市行政組織の一部が変わりました

地域政策部

健康福祉部

総務部（１月19日から）

臨時特別給付金室
　臨時特別給付金係

☎㉕９０９９

都市建設部

教育部

文化スポーツ課
　スポーツ振興係
　芸術文化振興係
　文化財係

スポーツ振興課
　　スポーツ振興係

　高校総体・国スポ・全スポ推進室
　　　　　　　　　　(☎㉕６３０２）
　　高校総体・国スポ・全スポ推進係

☎㉕９７２１

維持管理課
管理係
維持係

　長寿命化推進係

　長寿命化推進係を廃止し、所管事務を維持係
へ移管します。

維持管理課
管理係
　維持係
（☎㉕９６２１)

☎㉕９６２０

　文化スポーツ課をスポーツ
振興課及び文化振興課に再編
します。また、スポーツ振興
課の内室として高校総体・国
スポ・全スポ推進室、文化振
興課の内室として神楽文化伝
承室を新設します。

浜田市行政機構図は
市ホームページで
見られます

　　４月から、以下のとおり行政組織の一部を変更しました。
　変更する部署については、太字で記載しています。
　また、全体の機構図は、市ホームページに掲載しています。

新設

まちづくり社会教育課
　まちづくり社会教育係

まちづくり社会教育課
　まちづくり社会教育係
地域活動支援係・公共交通係
　　　　　(☎㉕９２０１）

☎㉕９２０４

地域活動支援課
地域活動支援係
公共交通大学支援係

廃止

新型コロナウイルスワクチン対策室
ワクチン対策係

廃止

建築住宅課
　空き家対策室
　 (☎㉕６３０３）
　　空き家対策係

☎㉕９６３０新設

文化振興課
　　芸術文化振興係
　　文化財係

　神楽文化伝承室（☎㉕６３０１）
　　神楽文化伝承係

☎㉕９７３０

　地域活動支援課を廃止し、所管事務をまちづ
くり社会教育課へ移管します。なお、大学など
支援に関することは政策企画課へ移管します。

問合せ　行財政改革推進課行革推進係
　　　　☎㉕９１０１

関連施設支援室

廃止

浜田市職員採用試験

　第１回職員採用試験を次のとおり行います。採用試験実施要項で詳細を確認し、受験の申込みをしてください。

採用職種・要件など　下表のとおり
採用予定日　　　令和６年10月１日㈫又は令和７年４月１日㈫
第１次試験　　　６月16日㈰
試験会場　　　　浜田会場・大阪会場（詳細は市ホームページ及び募集要項でご確認ください）
申込方法　　　　採用試験実施要項（人事課・各支所防災自治課にあります。配布は４月26日㈮頃から行います）

　に基づき、受験申込書類を提出してください。実施要項は市ホームページからもダウンロード
　できます。

受付期間　　　　４月26日㈮～５月17日㈮（当日消印有効）

採用職種 人員 対象者
（令和７年４月１日現在）

必要な資格・条件など
（詳細は、採用試験実施要項をご覧ください）

一般事務員Ａ ８人程度 22歳以上29歳以下の人
第1次試験は、高校卒業程度の教養試験などを実施しま
す。学歴、資格などは問いません。

一般事務員Ｂ
（社会人経験者） ３人程度 24歳以上40歳以下の人

学歴、資格などは問いませんが、令和６年５月１日時点
で社会人経験３年以上の人が対象です。
教養試験は行わず、ＳＰＩでの試験を実施します。

一般事務員C
（学芸員（考古学））１人程度 29歳以下の人

大学などにおいて考古学を専攻し学芸員の資格を有する
人（採用予定日までに資格取得見込みの人を含む）

一般事務員D
（学芸員（日本近世史））

１人程度 29歳以下の人
大学などにおいて日本近世史を専攻し学芸員の資格を有
する人（採用予定日までに資格取得見込みの人を含む）

保健師 １人程度 35歳以下の人
保健師の資格を有する人
（採用予定日までに資格取得見込みの人を含む）

土木技術員 １人程度 20歳以上40歳以下の人 学歴、資格などは問いません。

幼稚園教諭 １人程度 35歳以下の人
幼稚園教諭の免許及び保育士の資格を有する人
（採用予定日までに資格取得見込みの人を含む）

提出・問合せ　人事課人事係　☎㉕９１３０
　　　　　　　〒697‒8501　浜田市殿町１番地

※　９月に次の職種（年齢区分）で採用試験を実施する予定です。
　①一般事務員（18歳以上23歳以下）新規高等学校卒業者などが受験可能
　②一般事務員（24歳以上40歳以下）社会人経験が３年以上の人が対象
　③土木技術員（18歳以上40歳以下）新規高等学校卒業者などが対象
　④建築技術員（資格条件なし、18歳以上30歳以下）新規高等学校卒業者などが対象
　⑤その他専門職（消防士）
※　一般事務員（社会人経験者含む）、土木技術員で受験申込みができるのは、６月・９月を通じてひとつの年齢
区分のみです。
※　９月実施予定の採用試験については、広報はまだ８月号でお知らせします。

令和６年度第１回

浜田会場・大阪会場で
受験できます
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周布川に鮎の稚魚を放流する児童

モルックで交流する参加者

４社中合同の大蛇

キッチンカーの出店に並ぶ来場者

　３月17日㈰、「和田地区石見神楽饗演大会」が和田まちづくり
センターで開催され、約150人の観客が集まりました。これは、
和田地区まちづくり推進委員会が、地域の大切な資源である石
見神楽を「和田の石見神楽」として今後も維持継承することを
目的として、初めて開催したものです。
　当日は、和田地区の「和田・重富・本郷・戸川」４社中がそ
れぞれ得意な演目を演じた後、最後は４社中合同で迫力満点の
大蛇を演じ、大いに観客を魅了しました。

　３月17日㈰、「第２回モルック大会INやさか」が弥栄会館で
開催され、３人１組の16チーム計48人が参加しました。これは、
全国的に人気が高まっているフィンランド発祥のスポーツ「モ
ルック」で多世代間交流を図ろうと、弥栄のみらい創造会議が
企画したものです。
　参加者は、１～12の数字が記された12本の木製ピンを20㎝の
大きさの木棒で倒し、総得点50点ちょうどを目指して奮闘しま
した。会場は、「コン」と小気味の良い木音があちこちに響き、
倒したピンの数字を見ては、歓声が上がりました。

　３月10日㈰、三隅まちづくりセンターで三隅まちづくりフェ
スタが８年振りに開催され、約700人の来場がありました。これ
は、三隅地区まちづくり推進協議会を中心とした実行委員会が、
趣味のサークル活動や日頃の成果を披露する場として、今回新
たに内容をリニューアルして開催したものです。
　当日は、作品展示のほか、河内神祇太鼓や箏

こと

、尺八、民謡、人
形劇などのステージイベントが開催されました。また、うどん
や焼きそばの販売やキッチンカーによる焼き鳥、スイーツなど
の出店もあり、会場は大盛況となりました。

フィンランド発祥のスポーツで老若男女交流
～ モルック大会IN やさか ～

やさか

地域の資源　石見神楽
～ 和田地区石見神楽饗演大会 ～

あさひ

地域の「まつリニューアル」
～ 三隅まちづくりフェスタ ～

みすみ

　３月18日㈪、内村町の周布川河川敷で、鮎の稚魚放流会が行
われ、美川小学校４年生の児童13人が参加しました。これは、昔
の周布川のようにたくさんの鮎が遡

そじ ょ う

上し多くの釣り人で賑わう
川になるようにとの思いを込めて、美川まちづくりセンターが
江の川漁業協同組合協力のもと、企画したものです。
　初めて鮎の放流をする児童がほとんどで、鮎が入ったバケツ
をのぞき込み「かわいいね」などと話していました。児童たち
は、「元気でね」「大きく育ってね」などと声をかけながら放流
し、元気よく泳いでいく鮎の稚魚を見守っていました。

釣り人の賑わう川目指し
～ 鮎の稚魚放流会in美川 ～

はまだ

地芝居を楽しむ来場者

鬼舞の代表的な演目「塵輪」を観覧する来場者

オープニングを飾る園児の和太鼓演奏

旭小学校５年生による寄付訪問

　３月３日㈰、久佐地区まちづくり振興会が企画した「第27回
久佐文化祭ふれあいフェスタ」が久佐まちづくりセンターで開
催され、多くの来場者がありました。
　当日は、各団体の活動展示や大判焼、バザーなどの出店があ
りました。また、ステージイベントでは神楽をはじめとし、舞
踊や吹奏楽、地芝居、ミニコンサートなど10演目が披露され、来
場者は各ステージが終わるたびに拍手を送り、最後はお楽しみ
抽選会で楽しいひと時を過ごしました。

　３月３日㈰、くもぎコミュニティ自治会が企画した「雲城文
化祭」がみどりかいかんで開催されました。
　コロナ禍で、ここ数年は展示だけの文化祭でしたが、久々に
ステージでのアトラクションが催され、杵つき餅や手作りパン、
ケーキ、お寿司などのバザーの出店もありました。
　ステージは保育園児の和太鼓がオープニングを飾り、ダンス
や吹奏楽、落語や腹話術、神楽などの出し物に、観客は盛り上
がりました。最後はビンゴ大会で締めくくり、５年振りの雲城
文化祭が多くの人で賑わいました。

　３月２日㈯、平成17年に中国地方初の「どぶろく特区」に認
定された弥栄町で、第17回どぶろくの里弥栄神楽まつりが開催
されました。
　会場の弥栄会館は、約450人の来場者で埋め尽くされ、弥栄町
のどぶろくや地元産加工品の販売のほか、抽選会などが行われ、
大いに賑わいました。
　来場者は、伝統芸能石見神楽の「舞」に酔い、「どぶろく」に
酔い、「コロナ禍で５年振りの開催を待ちわびていた」、「１日中、
石見神楽とどぶろくを満喫できた」と喜んでいました。

　２月21日㈬に旭小学校５年、29日㈭に旭小かこや学級及びあ
さひ学級、３月18日㈪に旭中学校２年の児童生徒が、令和６年
能登半島地震の被災地への寄付金を旭支所に持参されました。
　これは、児童生徒自らの発案でお金を集めて寄付することと
した活動によるもので、小学校では、２月の稲作体験の学習成
果発表会に併せてお米の販売や募金活動を行い、中学校では１
か月近く募金活動を行いました。
　寄付金は、浜田市に集まった義援金と併せて被災地に送られ
ました。思いやりが詰まった、あさひっ子による取組でした。

観客を魅了するステージイベント
～ 久佐文化祭 ～

かなぎ

舞に酔い、どぶろくに酔い
～ どぶろくの里弥栄神楽まつり ～

やさか

５年振り賑わいが戻る
～ 雲城文化祭 ～

かなぎ

子どもの自分たちができること
～ 能登半島地震への支援 ～

あさひ

1819 広報はまだ：令和６年５月号 広報はまだ：令和６年５月号



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

市長日記元気な浜田をつくります （令和６年３月）

浜田市出会い・結婚・出産・子育て応援認定事
業所の中から、昨年特に多くの従業員への支
援を行った事業所を表彰しました（３月26日）

浜田市立第四中学校と浜田市立雲雀丘小
学校の閉校式を開催しました
（３月17日・３月20日）

島根県立大学卒業証書授与式及び大学院
学位記授与式に出席しました（３月19日）

石央文化ホール女子神楽同好会「舞姫社
中」の公演に出席しました（３月17日）

島根県立大学浜田キ
ャンパスに島根県立

大学支援協議会から
の支援品を贈呈しま

した（３月25日）

「事業承継」「音楽」「歴史・文化」など
の分野で活躍する地域おこし協力隊の活
動報告会を行いました（３月15日）

日本海信用金庫創立100周年記念式典及
び祝賀会に出席しました（３月10日）

べルガロッソいわみの長谷川翔平さんと
鈴木翔平さんを地域おこし協力隊に委嘱
しました（３月６日）

浜田医療センター附属看護学校の卒業式に出席しました（３月６日）
在京浜田会、関東あさひ会、関東弥栄会、
東京三隅会により合同開催された「ふるさ
と浜田の集い」に出席しました（３月２日）

浜田市出身の医師国家試験合格者をお祝
いしました（３月28日）

「幻の広浜鉄道今福線」を活
い

かした地域活性化が評価さ
れ、今福線を活

い

かす連絡協議会と浜田市が、国土交通大
臣表彰「手づくり郷土賞」を受賞しました（３月５日）

21 広報はまだ：令和６年５月号 20

生
活
・
環
境

個
人
で
申
請
す
る
場
合

対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を

受
け
る
こ
と

③
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ

と
④
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て
は
、

手
術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い

る
こ
と
（
手
術
済
み
の
証
と
す
る

た
め
）

助
成
金
額

猫
の
手
術
１
回
に
つ
き

一
律
５
０
０
０
円

注
意
事
項

手
術
を
受
け
さ
せ
た
後
に
、
領
収

書
・
印
鑑
・
振
込
先
の
分
か
る
も
の

を
持
っ
て
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

町
内
会
・
自
治
会
で
申
請
す
る
場
合

対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
浜
田
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会
で

あ
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を

受
け
る
こ
と

③
手
術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い

る
こ
と
（
手
術
済
み
の
証
と
す
る

た
め
）

④
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ

と
⑤
繁
殖
制
限
手
術
を
受
け
さ
せ
た
い

猫
が
い
る
場
合
は
、
手
術
す
る
前

に
環
境
課
へ
連
絡
し
、
環
境
課
に

よ
る
当
該
猫
の
現
地
調
査
に
協
力

す
る
こ
と

⑥
手
術
を
実
施
す
る
前
に
、
手
術
を

受
け
さ
せ
る
猫
に
関
し
て
町
内

会
・
自
治
会
の
住
民
に
回
覧
な
ど

で
周
知
す
る
こ
と

助
成
金
額

猫
の
手
術
１
回
に
つ
き

全
額

注
意
事
項

手
術
を
受
け
さ
せ
た
い
猫
が
い
る

場
合
は
必
ず
環
境
課
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
事
前
連
絡
な
し
で
の
申
請

は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ

環
境
課
く
ら
し

と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

猫
の
繁
殖
制
限
手
術
費
用
を

助
成
し
ま
す

（
仮
称
）
益
田
匹
見
風
力
発

電
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評

価
書
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

対
象
事
業

（
仮
称
）
益
田
匹
見
風
力
発
電
事

業
事
業
者
名

ア
ジ
ア
風
力
発
電
㈱

対
象
事
業
実
施
区
域

島
根
県
益
田
市
匹
見
町
道
川
地
区

事
業
規
模

発
電
出
力
１
基
最
大

４
・
３
М
Ｗ
、
基
数
13
基

縦
覧
期
間

５
月
20
日
㈪
〜
６
月
19
日
㈬

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

縦
覧
場
所

・
市
役
所
東
分
庁
舎
２
階
環
境
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※

ア
ジ
ア
風
力
発
電
㈱
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ

〒
１
０
６
‐
０
０
４
４

東
京
都
港
区
東
麻
布
１
‐
26
‐
８

プ
ラ
イ
ム
東
麻
布
４
階

ア
ジ
ア
風
力
発
電
㈱

☎
０
３
‐
６
２
７
７
‐
７
４
１
１

安
全
安
心

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
、
浜
田
市
公

式
L
I
N
E
な
ど
か
ら
試
験
電
文
が

配
信
さ
れ
ま
す
。

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

試
験
日
時

５
月
22
日
㈬

午
前
11
時
頃

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

メ
ー
ル
・
L
I
N
E
な
ど
内
容

「
件
名
：
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

５
月
１
日
㈬
か
ら
31
日
㈮
ま
で

「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
は
誰
で
も
乗
れ
る
便
利
な

乗
り
物
で
す
が
、
一
方
で
傘
差
し
運

転
や
、
乗
用
中
の
携
帯
電
話
の
使

用
・
右
側
通
行
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

自
転
車
に
乗
車
す
る
際
に
は
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ

る
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め
、
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

い
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再生可能エネルギー設備の導入を助成します
　市では県の補助金も活用しながら、再生可能エネルギーの導入に取り組み、設備を設置する市民、事業者に対し、
費用の一部を補助します。
　なお、設備については市内事業者により設置工事を行うことが要件です。

補助対象となる設備 補助対象者 補助金額

(1)

住宅用太陽光発電設備
・太陽光電池及びパワーコンディショナーにより構成される
　もの
・太陽電池の公称最大出力合計値が10kW未満のもの
・電力会社と電力受給契約を締結すること

市民

１kWあたり３万円
（４kWまで）（上限12万円）
※　補助対象者が39歳以下の場
　合は、１kWあたり７万円
　（４kWまで）（上限28万円）

(2)

蓄電池設備
・住宅用太陽光発電設備と同時に設置する
　又は上記（1）の設備要件を満たす設備を既に設置してい
ること

・据置型で蓄電池容量が１kWh以上のリチウムイオン蓄電池
部及び変換装置を備えており、太陽光発電により発電し
た電力を繰り返し蓄え、必要に応じて消費できるもの

市民

設置費用の10/10以内
（上限10万円）
※　補助対象者が39歳以下の場
　合は、上限24万円

(3)
太陽熱利用設備（ソーラーシステム）
・太陽熱を給湯・冷暖房などに利用する設備で、集熱器と
　貯湯部分が分離したもの

市民
市内事業者

設置費用の１/３以内
（上限20万円）
※　補助対象者が39歳以下の場
　合は、上限50万円

(4)

木質バイオマス熱利用設備
　（ペレットストーブ、薪ストーブ）
・薪又はペレットを燃料として使用するストーブであるこ
　と
・薪ストーブは２次燃焼などにより排煙を減少させる構造の
　もの

市民

設置費用の１/２以内
（上限30万円）
※　補助対象者が39歳以下の場
　合は、上限60万円

(5)

畜産バイオマス利活用設備
・家畜排せつ物などの農業生産活動により発生する生物由
　来の有機性資源を活用し、かつ、臭気対策を施した畜産
　バイオマス利活用設備の導入であること
　又はその導入のための調査研究費用であること

市内事業者
設置費用及び導入に係る調査研
究費用の１/２以内
（上限80万円）

※　補助要件などの詳細、各種様式については市ホームページをご覧ください。
　　なお、補助対象者は市税の滞納がないことが要件です。

申請先・問合せ　環境課カーボンニュートラル推進室　　☎㉕９００８

統
計
調
査
員
を

　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調

査
（
国
勢
調
査
・
経
済
セ
ン
サ
ス
な

ど
）
に
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
統

計
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
登
録

調
査
員
と
し
て
登
録
し
、
統
計
調
査

実
施
の
際
に
改
め
て
市
か
ら
従
事
依

頼
を
し
、
本
人
の
了
承
を
得
た
上
で

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

登
録
し
た
人
に
毎
回
調
査
を
お

願
い
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
区
域
及
び
調
査
対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
・
回

収
④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整

理
・
提
出

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察
に

直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上
の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事
で

き
る
人
（
ほ
か
に
仕
事
を
し
て
い

て
も
可
能
で
す
）

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保
護

に
配
慮
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴
力
団
や
暴

力
団
員
と
関
係
が
な
い
人

浜
田
市
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

市
民
と
市
が
協
働
で
進
め
る
、
ま

ち
の
美
化
活
動
で
す
。

公
共
の
場
の
清
掃
・
美
化
な
ど
の

活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
実
施

し
、
市
は
清
掃
道
具
・
花
の
苗
・
球

根
の
提
供
や
ご
み
の
回
収
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
な
ど
、
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

活
動
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
公
園
や
広
場
な
ど
、
公

共
の
場
所
の
清
掃
・
美
化
活
動
を
し

て
も
ら
え
る
団
体
や
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
40
の
団
体
が
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
、
ま
ち
の
清

掃
・
美
化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。

登
録
手
続

・
活
動
す
る
団
体
・
活
動
メ
ン
バ
ー

を
構
成
し
ま
す
。

・
市
に
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
養
子

縁
組
届
を
提
出
し
ま
す
（
活
動
団

体
及
び
代
表
者
名
・
活
動
区
域
・

活
動
人
数
・
活
動
開
始
日
・
活
動

の
頻
度
な
ど
を
記
入
）。

・
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

・
希
望
す
る
団
体
に
は
、
市
が
ア
ダ

プ
ト
サ
イ
ン
（
看
板
）
の
設
置
や

清
掃
に
必
要
な
用
具
提
供
を
行
い

ま
す
。

※

制
度
の
概
要
・
活
動
に
つ
い
て

の
ご
相
談
、
申
請
書
類
な
ど
、
ご

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

５月側溝消毒予定表
日 曜 場所
１ 水 日脚町２～６・８
2 木 治和町２・３・５･６、津摩町、陽光台
７ 火 唐鐘１～９
８ 水 国分町１～３、唐鐘10・11､ 下府町４～６・８
９ 木 下府町１～３・６ー１、上府町伊甘
13 月 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
14 火 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
15 水 殿町１～５、田町２～５
16 木 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
20 月 朝日町１～４・６～８、牛市町
21 火 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
22 水 蛭子町､ 栄町、片庭町
23 木 港町１～４
27 月 京町、高田町、清水町、真光町
28 火 原町、瀬戸見町、元浜町
29 水 原井町
30 木 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する
ことがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

例
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

風
が
弱
く
、
気
温
の
高
い
晴
れ
た
日

に
、
空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
が
高
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
定
の
濃
度
を
超
え
、
そ
れ
が
継

続
す
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど

の
発
令
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起

が
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に
健
康

被
害
が
生
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
落
ち
着
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。

注
意
報
な
ど
の
発
令
時
に
は

・
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
で
き
る

だ
け
窓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

・
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）

な
ど
で
は
、
子
ど
も
は
で
き
る
だ

け
室
内
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

人
は
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
特
に
呼
吸
器
系
、
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
人
は
、
体
調
の
変
化
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

大
気
中
の
窒
素
化
合
物
・
炭
化
水

素
な
ど
が
紫
外
線
に
よ
っ
て
光
化

学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ
れ
る
オ

ゾ
ン
を
主
体
と
す
る
酸
化
性
物
質

で
す
。

※

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
大
気
中
に

浮
遊
す
る
小
さ
な
粒
子
の
う
ち
、

粒
子
の
大
き
さ
が
２
・
５
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
、
非
常
に
小

さ
な
粒
子
で
す
（
人
の
髪
の
約
30

分
の
１
の
大
き
さ
で
す
）。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

報
酬
な
ど

実
際
に
調
査
に
従
事
し
た
場
合

に
、
国
で
定
め
た
報
酬
を
支
払
い
ま

す
。

統
計
調
査
員
の
身
分

実
際
に
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
場
合
に
、
統
計
調
査
の
都
度
（
約

２
か
月
間
）、
国
や
県
か
ら
任
命
さ

れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま

す
。

応
募
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
日
、
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

総
務
課
総
務
管
理
係

☎
㉕
９
１
２
０



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
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活
性
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税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
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性
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税
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子
育
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健
康・福
祉

保
険・医
療・年
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人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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産

業

地
域
活
性
化

住

宅

市
で
は
、「
浜
田
市
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
震

な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防

止
し
、
そ
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、「
耐
震
診
断
」
や
「
耐
震

改
修
」
な
ど
を
行
う
住
宅
の
所
有
者

に
対
し
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅

次
の
全
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数
が

２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１
・
０
未
満

と
判
定
さ
れ
た
も
の
（
耐
震
診
断

事
業
の
場
合
は
除
く
）

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

耐
震
診
断
事
業

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を
建

築
士
に
判
定
し
て
も
ら
う
。

補
強
計
画
策
定
事
業

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強
方
法

を
設
計
し
て
も
ら
う
。

補助率と補助限度額
補助対象経費に補助率を掛けた金額が、補助金になります。
対象事業 補助対象経費 補助率 １棟当たりの

補助限度額
耐震診断 耐震診断に要する経費 ９/10 ６万円
補強計画策定 補強計画策定に要する経費 ２/３ 40万円

耐震改修
耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤去、
復旧などに要する経費を含む）

23/100 80万円

解体助成 住宅の全てを除却するために要
する経費 23/100 40万円

耐
震
改
修
事
業

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ

き
、耐
震
改
修（
補
強
）工
事
を
行
う
。

解
体
助
成
事
業

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物
全
部

を
解
体
す
る
。

申
込
方
法

必
要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
、

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

農
地
転
用
や
農
地
の
形
状
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
次
の
手
続
が
必

要
で
す
。

①
転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る
場

合
③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・
利

用
促
進
の
た
め
に
農
道
・
た
め
池

な
ど
の
設
備
や
２
ａ
未
満
の
農
業

用
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具

収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場

合
※

自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転

用
・
用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
り

取
得
し
た
場
合

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届

出
及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
農
林
振

興
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
指

定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
い
つ
で

も
可
能
で
す
が
、
許
可
が
降
り
る
の

は
年
２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締

切
）
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

届
出
・
問
合
せ

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

農
用
地
区
域
除
外
に
つ
い
て

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

大
学
な
ど
と
の
交
流
活
動
を

支
援
し
ま
す

大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
の
教
員

又
は
学
生
で
構
成
さ
れ
た
団
体
及
び

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う
次
の

事
業
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
事
業

島
根
県
立
大
学
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
、

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
、

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学

校
、
浜
田
准
看
護
学
校
の
教
員
又

は
学
生
と
市
内
に
所
在
す
る
団
体

と
が
企
画
や
運
営
段
階
か
ら
共
同

で
行
う
交
流
・
文
化
事
業

補
助
金
額

事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
に
要
し
た
費
用
を
除
く
）

の
４
分
の
３
以
内
の
額
で
、
１
事

業
当
た
り
５
万
円
（
千
円
未
満
切

捨
て
）
を
限
度
と
し
ま
す
。

※

構
成
員
の
う
ち
若
者
（
申
請
日

に
お
い
て
39
歳
以
下
の
人
）
が
5

人
以
上
の
団
体
は
10
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

問
合
せ

政
策
企
画
課
企
画
係

☎
㉕
９
２
０
0

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援

し
ま
す制度名 対象 補助内容

（対象経費）
補助金額
（交付額）

申請
期限

(1) まちづくり総合交付金

地区まちづく
り推進委員会
又は町内会
など

まちづくりに関するソフト事業に係る経費 団体ごとに積算した額
６
月
末

(2)
市民協働
活性化支援
事業補助金

市民団体など 社会貢献に関する事業・人材育成に関する事
業・芸術文化の振興に関する事業に係る経費

経費の１/２（上限20万円）
※　特定の条件を満たす場合
　は経費の３/４（上限40万円）

随
時

(3)
地域づくり
振興事業
補助金

町内会など

①集会所及び関連設備の改修費 経費の２/３（上限150万円）
②集会所施設の新設費 経費の１/３（上限150万円）
③集会所施設新設のための用地取得費 経費の１/３（上限50万円）

④防犯灯の新設及び改修費 上限５万円/基（ポール設置など特
殊事情がある場合は上限８万円/基）

⑤防災訓練及び防災資機材整備に係る経費 経費の全額（上限あり）
⑥防犯カメラの新設費 経費の２/３（上限20万円/基）
⑦集落機能再編・強化事業
　ア：組織統合に要する経費 経費の全額（上限30万円）
　イ：組織統合に伴う集会所の新築改修費など 経費の２/３（上限200万円）
⑧活動に必要な備品などの購入費 経費の２/３（上限40万円）

(4) 自治会活動保険 町内会など 町内会などが実施する事業で、事故などが発
生した場合に対する補償 市が加入

(5)
見守り移動
販売支援
事業補助金

移動販売事業
者

地区まちづくり推進委員会と協定を結んだ事
業者が実施する見守り活動を伴う移動販売に
係る経費

①戸別訪問販売の場合
　移動販売で訪問した高齢者世
帯の戸数１件につき70円

② 高齢者が集う場で販売する場合
　来客数１人につき35円

(6)
地域支え合い
生活支援事
業補助金

地区まちづく
り推進委員会

①地区まちづくり推進委員会などが高齢者（70
 歳以上）のみの世帯からの依頼に基づき実施
　する生活支援サービス（軽作業）に要した経
　費から利用者負担額などを差し引いた額
※　生活支援サービス…草刈り、草取り、除雪、
　雪下ろし、掃除、片付け、家事支援など
②軽作業に必要な消耗品購入費（草刈機チップ
　ソー、混合油、除雪スコップ、殺虫剤など）

経費の全額（上限30万円）

(7)

あいのり
タクシー等
運行支援
事業補助金

地区まちづく
り推進委員会

地区まちづくり推進委員会がタクシー事業者又
は貸切バス事業者と契約して運行する「あいの
りタクシー・バス」の運賃から利用者負担額な
どを差し引いた額

経費の全額（上限80万円）
※　あいのりが成立しなかった
　便は経費の1/2

(8)

青少年健全
育成活動
支援事業
補助金

市民団体など 青少年の健全な育成を図る活動に必要な物品の
購入に係る経費 経費の２/３（上限30万円）

(9)

大学等高等教
育機関と連携
したまちづく
り推進事業補
助金

市民団体又は
学生団体など

市民と学生が共同で行う交流・文化事業に係
る経費（飲食に要した費用を除く）

経費の３/４(上限５万円）
※　特定の条件を満たす場合
　は上限10万円

まちづくりの各種支援制度を活用してください
市では、各種まちづくり団体の活動を支援するための様々な制度を設けています。

問合せ　(1) ～ (6)…まちづくり社会教育課地域活動支援係　   ☎㉕９２０１
　　　　(7)…まちづくり社会教育課公共交通係　　　　　　　 ☎㉕９２０１
        (8)…まちづくり社会教育課まちづくり社会教育係　　 ☎㉕９２０４
　　　　(9)…政策企画課　企画係　　　　　　　　　　　　　 ☎㉕９２００

※　(1)(4)を除く各種補助金につ
いては、予算上限に達した時点
で終了です。

訂
正

「
広
報
は
ま
だ
」
４
月
号
の
Ｐ
15
に

次
の
と
お
り
人
名
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

「
浜
田
市
消
防
団

永
年
勤
続
団
員

を
表
彰
し
ま
し
た
」
内

勤
続
表
彰

杵
束
分
団

誤

村

文
成

正
中
村

文
成
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税
務
・
納
税

国際交流員コラム

オーストラリアの学校生活

サントソ　ニコラス

　新しい年度が始まりましたね。新入生の皆さん、お
めでとうございます！
　オーストラリアの新学期は、１月下旬頃から始まり
ます。今回は、オーストラリアの学校の特徴や日本と
異なる点について紹介したいと思います。
　オーストラリアでは、小学校１年生になる前に
「p

プ レ ッ プ

rep（p
プ レ パ ラ ト リ ー

reparatory（準備）の略）」という準備期
間が１年あり、７年間小学校に通うことになります。
中学校と高校は併せて「s

セ カ ン ダ リ ー

econdary s
ス ク ー ル

chool（高等学
校）」といい、学年は「７年生」から「12年生」まで
６年間同じ学校に通います。
　オーストラリアの国語といえば、当然！英語ですね。
小学校では、スペル、読書、簡単な作文といった授業
があり、高等学校では、文学の解釈や発表の仕方など
を学びます。
　また、多文化社会であるオーストラリアでは、外国
語教育も必須です。昔は、イタリア語やフランス語な
どの言語しか選択できませんでしたが、最近では、ヨー
ロッパの言語以外にも中国語、インドネシア語、アラ
ビア語なども学べます。特に人気のある言語は、日本
語と中国語です。

　次にオーストラリアの学生のランチを紹介します。代
表的なランチは、ベジマイトのサンドイッチです。
　ベジマイトとは、野菜をイースト菌で発酵させた塩辛
いペーストで、好き嫌いがかなり分かれる食べ物です。
ちなみに、私は大好物です！日本でもネットや輸入食品
の店で買うことができますよ。ほかには、ハムとチーズ
のサンドイッチやご飯も食べます。学校の「t

タ ッ ク

uck s
シ ョ ッ プ

hop
（売店）」でミートパイやソーセージロールなどのオー
ストラリアの代表的な食べ物を買って食べる人もいます。
　日本では、部活動は放課後に行うイメージがあります
が、オーストラリアでは、スポーツ以外の部活動（音楽
部や読書部など）は、昼休みに行われます。ほかにも、
昼休みには、オーストラリアンフットボールやバスケッ
トボールなどのスポーツを楽しむ人も多いです。
　日本の学校と異なる点も多いですが、友達と部活動を
楽しんだり、試験の時期に真剣に勉強したりします。
　最後に、学生の皆さんに一言。
G
グ ッ ド

ood l
ラ ッ ク

uck, a
ア ン ド

nd a
オール

ll t
ザ

he b
ベ ス ト

est f
フ ォ ー

or t
ザ

he c
カ ミ ン グ

oming y
イ ヤ ー

ear! 
（新学期　頑張ってください！）

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
利

用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、軽
自
動
車
税（
種

別
割
）
を
減
免
し
ま
す
。
減
免
を
受

け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
期
間

中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人

に
は
、
令
和
６
年
度
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
納
税
通
知
書
に
減
免
の

案
内
文
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
期
間

５
月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮

申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

又
は
療
育
手
帳

・
運
転
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
車
両
の
自
動
車
検

査
証
（
車
検
有
効
期
限
内
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
は
不
要
で
す
。）

※

減
免
の
要
件
や
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

・
税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限

は
５
月
31
日
㈮
で
す

今
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納

期
限
は
５
月
31
日
㈮
で
す
。
納
期
限

ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
と
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
、
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
な
ど
を
利
用
し
た
便
利
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
も
利
用
で
き

ま
す
。

納
税
通
知
書
発
送
日

５
月
１
日
㈬

※

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
・
方
法

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
（
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ

リ
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
）、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融
機
関
、
県
民

セ
ン
タ
ー
窓
口

な
ど

納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い
人
へ

一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申

請
に
よ
っ
て
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納

管
理
課

☎
㉙
５
５
２
２

子

育

て

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納

税
証
明
書
の
送
付
を
廃
止
し

て
い
ま
す
（
口
座
振
替
分
）

風
し
ん
任
意
予
防
接
種
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
風
し
ん
任
意
予
防
接
種

の
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

助
成
対
象
者

接
種
日
に
浜
田
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
風
し
ん

抗
体
検
査
で
接
種
が
必
要
と
判
断

健
康
・
福
祉

ご
存
知
で
す
か
？

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

い
き
い
き
配
食
サ
ー
ビ
ス

食
事
の
確
保
が
困
難
な
人
の
自
宅

に
昼
食
を
配
達
し
、
併
せ
て
安
否
確

認
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人
又
は
障
が
い
者
の

み
の
世
帯
の
人

②
心
身
の
機
能
の
低
下
又
は
障
が

い
・
負
傷
・
疾
病
な
ど
の
理
由
に

よ
り
買
物
又
は
調
理
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
食
事
を
確
保
で
き
な

い
人
の
み
の
世
帯

※

申
請
時
に
別
途
聞
き
と
り
を
行

い
、
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

利
用
料

お
弁
当　
　
　
１
食

４
５
０
円

お
か
ず
の
み

１
食

３
７
０
円

※

利
用
料
金
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
（
サ
ス
ケ
）

緊
急
時
に
、
固
定
電
話
に
接
続
し

た
緊
急
通
報
装
置
又
は
ペ
ン
ダ
ン
ト

型
発
信
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
サ
ス

ケ
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
ま
す
。

状
況
に
よ
っ
て
近
所
の
協
力
員
・

民
生
委
員
・
消
防
署
な
ど
に
連
絡
し
、

対
応
を
行
い
ま
す
。

サ
ス
ケ
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間
３
６

５
日
稼
働
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
人

②
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
の
人

③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い
者

の
み
の
世
帯
の
人

利
用
料

１
か
月

５
０
０
円

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

さ
れ
た
次
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

③
妊
婦
（
抗
体
価
が
低
い
人
に
限

る
）
の
同
居
者

助
成
期
間

令
和
７
年
３
月
31
日
㈪

ま
で

助
成
金
額

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
M
R
）
ワ

ク
チ
ン　
　
　
　
　
４
０
０
０
円

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

※

自
己
負
担
額
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
予
約
の
際

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

令
和
５
年
１
月
か
ら
「
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ

Ｓ
（
ジ
ェ
ン
ク
ス
）（
軽
自
動
車
税

納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
）」
の
運
用
が

開
始
さ
れ
、車
検
な
ど（
継
続
検
査
）

を
受
け
る
際
に
納
税
証
明
書
の
提
示

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
口
座
振
替
で
納
付
し
て

い
た
人
に
は
、
６
月
中
旬
に
納
税
証

明
書
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
軽

三
輪
以
上
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
納
付
分
か
ら
納
税
証
明
書

の
送
付
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
自
動
二
輪
に
つ
い
て
は
、

軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
対
象
外
の
た
め
、
今
ま

で
ど
お
り
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

令和６年度　市税などの納期限
４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市県民税（普通徴収） 1期 2期 3期 4期
固定資産税 1期 2期 3期 4期
軽自動車税（種別割） 全期
国民健康保険料（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

※

納
期
限
は
、
各
月
の
末
日
（
末

日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
）
で
す
。
た
だ
し
、
12
月

は
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
が
納
期

限
で
す
。

※

口
座
振
替
払
の
依
頼
が
な
い
人

に
は
、
賦
課
決
定
通
知
書
の
送
付

の
際
に
、
1
年
分
の
納
付
書
を
一

括
し
て
送
付
し
ま
す
。

市
税
な
ど
の
納
付
方
法

納
付
書
で
納
付
す
る
方
法

浜
田
市
指
定
の
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
中
国
５
県
の
み
）
の
窓

口
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
ほ
か
、「
ｐ
ａ
ｙ

ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｊ
‐
Ｃ
ｏ
ｉ

ｎ
ｐ
ａ
ｙ
」「
ａ
ｕ

Ｐ
Ａ
Ｙ
」「
ｄ

払
い
」「
Ｐ
Ａ
Ｙ

Ｂ
」「
支
払
秘
書
」

を
利
用
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
納
付
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
よ
る
方
法

一
度
、
口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、

指
定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付

さ
れ
る
た
め
、
市
税
な
ど
の
納
め
忘

れ
の
心
配
が
な
く
便
利
で
す
。

共
通
納
税
に
よ
る
納
付
（
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
決
済
）
方
法
の
見
送
り

に
つ
い
て

令
和
７
年
度
以
降
に
税
務
基
幹
シ

ス
テ
ム
の
更
新
を
予
定
し
て
い
る
た

め
、
シ
ス
テ
ム
更
新
後
の
令
和
８
年

１
月
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ

税
務
課
収
納
係

☎
㉕
９
２
４
０

市
税
な
ど
は
「
納
期
限
内
の

納
付
」
を
お
願
い
し
ま
す

市
税
な
ど
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

の
貴
重
な
財
源
で
す
。
こ
れ
ら
の
市

税
な
ど
を
有
効
に
使
う
た
め
、
納
期

限
内
の
自
主
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
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日
時

６
月
４
日
㈫

午
後
５
時
〜
７
時

対
象

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
人

場
所

浜
田
保
健
所

料
金

無
料

申
込
締
切
日

６
月
３
日
㈪
午
後
５

時
ま
で

申
込
方
法

事
前
に
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
匿
名
で
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病

支
援
課

☎
㉙
５
５
５
４

初
回
の
産
科
受
診
料
を
助
成

し
ま
す

低
所
得
の
妊
婦
の
経
済
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
初
回
の
産
科
受
診

料
（
妊
娠
判
定
の
た
め
の
受
診
）
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者

初
回
産
科
受
診
日
（
妊
娠

判
定
を
受
け
る
受
診
日
）
に
お
い

て
、
浜
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

妊
娠
判
定
を
受
け
た
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
生
活
保
護
世
帯
又
は
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人

②
①
と
同
等
の
所
得
水
準
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
人

※

妊
婦
健
診
を
受
け
る
医
療
機
関

な
ど
と
市
が
、
支
援
に
必
要
な
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

こ
と
が
助
成
要
件
で
す
。

助
成
額

上
限
1
０
０
０
０
円

※

保
険
適
用
分
（
自
己
負
担
額
を

含
む
）
を
除
く

申
請
期
限

初
回
産
科
受
診
日
か
ら

６
か
月
を
経
過
す
る
日
の
月
末
ま

で
※

４
月
１
日
以
降
に
受
診
し
た
初

回
の
産
科
受
診
料
が
対
象
で
す
。

必
要
な
も
の

①
浜
田
市
初
回
産
科
受
診
費
助
成
金

交
付
申
請
書
兼
請
求
書

②
助
成
に
係
る
初
回
産
科
受
診
の
領

収
書
及
び
明
細
書

③
妊
娠
と
判
定
さ
れ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類
（
エ
コ
ー
写
真
、
検

査
結
果
な
ど
）

④
①
の
申
請
書
に
記
入
し
て
い
る
口

座
の
通
帳
の
コ
ピ
ー

⑤
世
帯
の
課
税
状
況
が
確
認
で
き
る

書
類
（
他
市
町
村
か
ら
の
転
入
な

ど
に
よ
り
、
市
に
お
い
て
課
税
状

況
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
の
み
）

申
請
方
法

浜
田
市
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
市

民
福
祉
課
窓
口
に
、
申
請
書
及
び

必
要
書
類
を
併
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
提
出
時
に

記
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
浜
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」

☎
㉒
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
（
６
月

１
日
〜
７
日
）
に
併
せ
た
夜
間

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
行
い
ま
す

健 康 コラムコラム

がん検診を受けるに当たって

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

メリット
①　救命効果
　最大のメリットは早期発見・早期治療による救命で
す。
②　早期のがん発見
　早期であれば治せる可能性は非常に高く、治療も軽
く済むことが多いので、患者にかかる身体的負担、経
済的負担や時間は一般的に少なく済みます。
③　がん以外の病気の発見・治療につながる
がん検診では、がんになる前段階の病変が見つかる

こともあります。病変が軽い場合は経過を観察し、必
要に応じて治療することで、がんになることを防ぐこ
とができます。

デメリット
①　がん検診の判定結果が100％正しい訳ではない
がんの場所や種類によっては見つけづらいことがあり

ます【偽陰性】
②　結果的に不必要な治療や検査を受けてしまう可能性
　もある
検診で見つかるがんには、その後進行がんにならな

かったり、そのままの状況にとどまるなど、生命に影響
しないがんもあります。そのがんに対して過剰な検査や
治療を受けてしまい、身体的・心理的・経済的に大きな
負担を強いられる可能性もあります【過剰診断】
また、がん検診で「がんの疑い」と診断された場合、

精密検査が必要になりますが、検査を受けた結果、「が
んではなかった」と判定されることも多くあります【偽
陽性】

皆さんの健康と安心のためにも、
メリット・デメリットを正しく理解してがん検診を受けましょう。

インターネットでがん検診の予約ができます

　胃がん検診、子宮頸がん検診（検診車のみ）でイン
ターネット予約が可能です。
　インターネットから予約する場合、検診の３日前ま
でに予約してください。

各種がん検診予約フォーム

胃がん検診 子宮頸がん検診

※　詳しい日程は各月の広報はまだもしくは各種健
（検）診日程表をご覧ください。

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
分

野
12
人
の
認
定
看
護
師
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
認
定
看
護
師
が
、
病
院
や

施
設
、
町
内
会
の
集
ま
り
な
ど
地
域

に
出
前
講
座
を
お
届
け
し
ま
す
。
研

修
内
容
に
つ
い
て
は
、
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

料
金

無
料

認
定
看
護
師
に
よ
る
出
前
講

座
を
お
届
け
し
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
管
理
課

☎
㉕
０
５
０
５

ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
で
あ
る
ピ

ロ
リ
菌
感
染
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
及
び
胃
が
ん
発
生
リ
ス
ク
の
低
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
者

浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る

人
で
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
昭
和
35
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60

年
４
月
１
日
生
）

※

令
和
３
〜
5
年
度
に
助
成
を
受

け
た
人
は
対
象
外

助
成
額

上
限
２
０
０
０
円

※

助
成
額
を
超
え
る
金
額
は
自
己

負
担

助
成
人
数

50
人

検
査
内
容

ピ
ロ
リ
菌
の
有
無

糞
便
中
抗
原
測
定
、抗
体
測
定（
血

液
検
査
な
ど
）、
尿
素
呼
気
試
験
な

ど実
施
期
間

６
月
１
日
㈯
〜
11
月
30
日
㈯

申
込
方
法

郵
便
は
が
き
（
又
は
封

書
）
に
助
成
希
望
者
の
①
住
所
②

氏
名
③
生
年
月
日
④
連
絡
先
電
話

番
号
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宛
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
健

康
医
療
対
策
課

「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
」
係

 （裏）
助成希望者の
①住所
②氏名
③生年月日
④連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501
浜田市殿町１番地
浜田市健康医療対策課

「ピロリ菌
　検査費用助成」係

はがき記入例

申
込
期
限

５
月
20
日
㈪

※

助
成
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は

実
施
期
間
中
受
付

注
意
事
項

・
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
（
封
書
）
は
、
助
成
希
望

者
１
人
に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚

に
２
人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き(

封
書)

で
応
募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有

効
で
す
。

・
は
が
き
（
封
書
）
に
記
載
さ
れ
た

人
以
外
が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
市
が
検
査
結
果
を
把
握
す
る
こ
と

を
了
承
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

・
検
査
の
結
果
陽
性
に
な
っ
た
人
で

除
菌
を
す
る
際
は
、
内
視
鏡
検
査

が
必
要
で
す
。

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、
５
月
下

旬
に
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

協
力
医
療
機
関
に
お
い
て
、
助
成

券
と
引
き
換
え
に
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
助
成
額
を
超
え

る
金
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

協力医療機関名 電話番号 予約

岡本胃腸科内科医院（長沢町） ☎㉓５５５５ 不要
沖田内科医院（蛭子町） ☎㉒０７６７ 要
沖田医院（殿町） ☎㉒１５５５ 要
小池医院（日脚町） ☎㉗１０２０ 要
さいとう医院（朝日町） ☎㉓０２２８ 要
さわだクリニック（国分町） ☎㉘３７７７ 要
中村医院（片庭町） ☎㉒１１８３ 要
中村胃腸科内科医院（笠柄町） ☎㉒８０００ 不要
中村呼吸器内科医院（内村町） ☎㉗４５９３ 要
能美クリニック（天満町） ☎㉒３２３１ 要
真鍋医院（国分町） ☎㉘００３１ 要
丸山内科クリニック（相生町） ☎㉒１１１５ 不要
都医院（治和町） ☎㉖０１００ 不要
彌重内科眼科医院（高田町） ☎㉒１５２７ 要
山根病院（熱田町） ☎㉖０６８８ 要
金城沖田医院（金城町） ☎42１８００ 不要
酒井外科内科医院（旭町） ☎45０２２２ 要
野上医院（三隅町） ☎32００３１ 要
山根病院三隅分院（三隅町） ☎32４３４３ 要
浜田市国保波佐診療所（金城町） ☎44０００１ 要
浜田市国保あさひ診療所（旭町） ☎45０００２ 要
浜田市国保弥栄診療所（弥栄町） ☎48５００１ 要

浜田医療センター
ホームページは
こちらから
見られます
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骨
髄
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
り
過

去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種
の
免
疫

が
消
失
し
た
20
歳
未
満
の
人
が
、
定

期
予
防
接
種
の
再
接
種
を
受
け
る
際

の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
浜
田
市
に
住
民
票
の
あ
る
人

②
再
接
種
を
受
け
る
日
に
20
歳
未
満

の
人

③
骨
髄
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
り
過

去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種
の
免

疫
が
消
失
し
、
医
師
に
再
接
種
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

助
成
対
象
予
防
接
種

４
月
１
日
以

降
に
接
種
し
た
、
定
期
予
防
接
種

の
再
接
種
（
B
C
G
、
ロ
タ
を
除

く
）

※

治
療
前
に
定
期
の
予
防
接
種
と

し
て
接
種
し
て
い
た
も
の
に
限
り

ま
す
。

※

一
部
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
接
種
上

限
年
齢
が
あ
り
ま
す
。

助
成
金
額

全
額

申
請
方
法

①
助
成
対
象
認
定
の
申
請
時
に
、
次

の
書
類
を
提
出

治
療
に
よ
り
免
疫
消
失
し
た

人
の
予
防
接
種
再
接
種
費
を

助
成
し
ま
す

・
認
定
申
請
書

・
医
師
意
見
書

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
、
予
防
接
種

の
履
歴
が
確
認
で
き
る
も
の

②
浜
田
市
か
ら
認
定
を
受
け
た
後
、

医
療
機
関
で
再
接
種

※

医
療
機
関
窓
口
で
、
い
っ
た
ん

再
接
種
費
用
を
全
額
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
助
成
金
の
交
付
申
請
時
に
、
次
の

書
類
を
提
出

・
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

・
医
療
機
関
で
再
接
種
し
た
際
の
領

収
書
の
原
本
（
予
防
接
種
ご
と
の

接
種
費
用
、
医
療
機
関
名
、
接
種

日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

・
再
接
種
の
記
録
が
確
認
で
き
る
も

の
・
振
込
先
が
確
認
で
き
る
通
帳
な
ど

の
写
し

※

申
請
書
の
様
式
は
左
記
問
合
せ

先
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

※

助
成
対
象
認
定
前
に
す
で
に
接

種
し
た
再
接
種
が
あ
る
場
合
、
令

和
６
年
４
月
１
日
ま
で
遡
っ
て
申

請
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催

さ
れ
ま
す

県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て
参
列
し

て
い
た
だ
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

次
の
全
て
を
満
た
す
県
内
在

住
者

①
日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月
７

日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
戦

没
者
の
遺
族

②
戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥

姪
、
曽
孫
、
子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・

甥
姪
の
配
偶
者
、
18
歳
未
満
の
遺

族
（
令
和
６
年
８
月
15
日
時
点
）

と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
な
場
合
に
限
る
）

③
健
康
状
態
が
良
好
で
、
２
日
間
の

団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ
る
人

（
介
助
者
な
し
で
行
動
可
能
な
人
）

※

こ
れ
ま
で
に
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
人
を

優
先
し
ま
す
。

※

戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の
参

列
を
原
則
と
し
ま
す
（
子
・
兄
弟

姉
妹
・
孫
・
甥
姪
の
配
偶
者
が
夫

婦
で
参
列
す
る
場
合
及
び
18
歳
未

満
の
遺
族
と
そ
の
保
護
者
が
参
列

す
る
場
合
を
除
く
）。

日
程

８
月
14
日
㈬
〜
15
日
㈭

式
典
開
催
日

８
月
15
日
㈭

場
所

日
本
武
道
館

参
加
費

松
江
市
を
起
点
と
し
た
東

京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊
費
は

公
費
で
定
額
助
成
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
の
費
用
は
自
己
負
担
で
す（
参

加
費
は
無
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

申
込
締
切
日

５
月
24
日
㈮

申
込
方
法

参
列
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
地
域
福
祉
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

全
応
募
者
の
中
か
ら
続

柄
、
年
齢
な
ど
を
考
慮
し
、
島
根

県
が
選
考
し
ま
す
（
先
着
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

※

参
列
は
、（
一
財
）
島
根
県
遺

族
連
合
会
が
主
催
す
る
旅
行
団
に

よ
り
実
施
し
、
集
合
か
ら
解
散
ま

で
は
原
則
全
て
団
体
行
動
で
す
。

な
お
、
旅
行
日
の
天
候
の
状
況
に

よ
っ
て
は
旅
程
の
変
更
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※

参
列
者
決
定
後
の
辞
退
に
つ
い

て
は
、
時
期
に
よ
っ
て
は
キ
ャ
ン

セ
ル
料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

選
考
結
果
は
、
７
月
上
旬
頃
ま

で
に
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
か
ら

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
援
護
恩
給

係

☎
０
８
５
２
㉒
５
２
４
０

５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間
で
す

毎
年
５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」、
５
月
12
日
㈰
か

ら
18
日
㈯
ま
で
の
一
週
間
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

「
活
動
強
化
週
間
」
で
す
。

「
活
動
強
化
週
間
」
に
は
、
全
国

各
地
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
、
浜

田
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

取
組
の
一
環
と
し
て
市
役
所
本
庁
舎

に
Ｐ
Ｒ
懸
垂
幕
を
掲
揚
し
ま
す
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
「
身
近
な
相
談
相

手
」で
あ
り「
支
援
へ
の
つ
な
ぎ
役
」

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
悩

み
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に
乗
り
、

必
要
で
あ
れ
ば
専
門
機
関
や
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

中
に
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
「
主
任

児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。

生
活
上
の
心
配
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
担
当
地
域
の
委
員
に
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い
の
地

域
担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
を
知
り
た
い
場
合
は
、

地
域
福
祉
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉

課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防
接

種
費
を
助
成
し
ま
す

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防
接
種
の

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
者
に
は
、
１
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
に
助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
１
歳
児

助
成
期
間

２
歳
の
誕
生
日
の
前
日

ま
で

助
成
金
額

１
回
分

４
０
０
０
円

※

自
己
負
担
額
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
予
約
の
際

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

次
ペ
ー
ジ
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す接
種
期
間

令
和
７
年
３
月
31
日
㈪

ま
で

実
施
医
療
機
関

次
ペ
ー
ジ
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
な
ど
の
定
期
予
防
接
種

予
防
接
種
の
種
類
な
ど
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
定
期
予
防
接
種
一
覧
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料
（
対
象
年
齢
・
接
種
間

隔
な
ど
を
は
ず
れ
て
接
種
す
る
と

料
金
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

持
参
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

機
会
を
逃
し
た
人
へ

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
６
月
か

ら
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
差
し
控
え

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
４
月
よ

り
接
種
勧
奨
を
再
開
し
ま
し
た
。

接
種
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た
期

間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
人
（
平
成

９
年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
女
子
で
、

３
回
の
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い

人
）
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
３
月
末

ま
で
に
限
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
の
記
録
を
確
認
し
、

接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
は
実
施

医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
に
住
民
票
を
置
い
た
ま
ま

市
外
・
県
外
へ
出
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、
市
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
す
で
に
転
出
し
て
い
る
人
は
住

民
票
の
あ
る
自
治
体
の
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種

令
和
６
年
度
か
ら
対
象
者
が
変
わ

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
65
歳
の
誕

生
日
の
翌
月
に
通
知
文
と
予
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

対
象
者

接
種
日
に
浜
田
市
に
住
民

票
が
あ
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
65
歳
の
人
（
65
歳
の
誕
生
日
前
日

か
ら
66
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能

障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
相
当
の
市
民

※

こ
れ
ま
で
に
１
度
で
も
23
価
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
（
平
成
26
年
度
か

ら
30
年
度
の
間
に
既
に
定
期
接
種

と
し
て
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
を
含

む
）
に
つ
い
て
は
対
象
外
で
す
。

持
参
す
る
も
の

通
知
文
・
予
診

票
・
保
険
証
（
住
所
・
生
年
月
日

な
ど
を
証
明
す
る
も
の
）・
免
除

証
明
書
（
必
要
な
人
の
み
）・
身

体
障
害
者
手
帳（
必
要
な
人
の
み
）

接
種
回
数

１
回

接
種
料
金

３
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

注
意
事
項

予
防
接
種
の
効
果
や
副

反
応
な
ど
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、

接
種
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

風
し
ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種

風
し
ん
の
感
染
拡
大
防
止
及
び
赤

ち
ゃ
ん
の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の

予
防
を
目
的
と
し
て
、
抗
体
保
有
率

の
低
い
世
代
の
男
性
に
対
し
て
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
風
し
ん

抗
体
検
査
を
実
施
し
、
抗
体
価
の
低

い
人
を
対
象
に
風
し
ん
第
５
期
定
期

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

持
参
す
る
も
の

ク
ー
ポ
ン
券
、
本

人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
な

ど
）、
抗
体
検
査
結
果
（
予
防
接

種
時
）

接
種
回
数

１
回

料
金抗

体
検
査
及
び
予
防
接
種

無
料

ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期
限

令
和
７
年
２
月
28
日
㈮

実
施
場
所

本
事
業
に
参
加
し
て
い

る
全
国
の
委
託
医
療
機
関
な
ど

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

注
意
事
項

・
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

検
査
の
結
果
十
分
な
量
の
抗
体
が

な
い
人
が
予
防
接
種
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※

令
和
６
年
度
は
、
対
象
者
で
あ

る
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
へ
新
し
い
ク
ー
ポ
ン
券
を
再
度

送
付
し
ま
す
。

①
令
和
５
年
度
ま
で
に
抗
体
検
査
、

予
防
接
種
の
い
ず
れ
も
受
診
し
て

い
な
い
人

②
令
和
５
年
度
ま
で
に
抗
体
検
査
を

受
け
、
予
防
接
種
の
必
要
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
未
接
種
の
人

※

令
和
５
年
度
ま
で
に
発
行
し
た

ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
人
は
、

新
し
い
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※

ク
ー
ポ
ン
券
を
破
損
、
紛
失
し

た
人
は
再
発
行
が
で
き
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
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個別接種医療機関

医療機関名
乳幼児など定期及び任意予防接種 高齢者肺炎球菌

ＢＣＧ ５種 ４種 DT MＲ 日本
脳炎

子宮
頸がん ヒブ

小児用
肺炎球菌 水痘 Ｂ肝 ロタ おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約１期 ２期
あさひまちクリニック
朝日町　☎㉓５３５３ ○ ○
大石内科医院
黒川町　☎㉕０３１３ ○ ☆ ○
岡本胃腸科内科医院
長沢町　☎㉓５５５５ ○ ○ ○ ○ ○
沖田内科医院
蛭子町　☎㉒０７６７ ○ ○

定期予防接種一覧
予防接種名 対象者 接種回数 注意点

ロタウイルス

【１価 ロタリックス】
生後６週以上24週以下 ２回

・初回接種は生後２か月から生後14週６日までに行うことを推
奨します。
・27日以上の間隔をおいて２回接種してください。
・腸重積症の既往歴や先天性消化管障がい、重症複合免疫不全
症などの疾患がある人は接種対象外です。

【５価 ロタテック】
生後６週以上32週以下 ３回

・初回接種は生後２か月から生後14週６日までに行うことを推
奨します。
・27日以上の間隔をおいて３回接種してください。
・腸重積症の既往歴や先天性消化管障がい、重症複合免疫不全
症などの疾患がある人は接種対象外です。

Ｂ型肝炎 １歳未満 ３回
・生後２か月から９か月未満での接種を推奨します。
・27日以上の間隔をあけて２回接種し、１回目接種から139日以
上（２回目接種から６日以上）の間隔をあけて１回接種して
ください。

ヒブ 生後２か月以上５歳未満 初回３回
追加１回

・初回接種は生後２か月から生後７か月までに行うことを推奨　
　します（初回接種が遅れた場合、接種回数が少なくなることが
　あります）。
・27日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了後７か月～
　１年１か月あけて１回接種してください。
・５種混合を接種する場合、ヒブは不要です。

小児用肺炎球菌 生後２か月以上５歳未満 初回３回
追加１回

・初回接種は生後２か月から生後７か月までに行うことを推奨　
　します（初回接種が遅れた場合、接種回数が少なくなることが
　あります）。
・27日以上の間隔をあけて３回接種し、３回終了後60日以上
　あけて１歳以上で１回接種してください。

５種混合
（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ・ヒブ）

生後２か月～７歳半未満 初回３回
追加１回

・初回接種は生後２か月から生後７か月までに行うことを推奨し
ます。
・20日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了後６か月～１
年半あけて１回接種してください。

４種混合
（ジフテリア・百日せ
き・破傷風・ポリオ）

生後２か月～７歳半未満 初回３回
追加１回

・初回接種は生後２か月から１歳までに行うことを推奨します。
・20日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了後１年～１年
半あけて１回接種してください。
・５種混合を接種する場合、４種混合は不要です。

ＢＣＧ １歳未満 １回 ・生後５か月から８か月での接種を推奨します。

ＭＲ
（麻しん風しん）

第１期　１歳～２歳未満 １回
第２期 保育所（園）・
幼稚園の年長児相当
（Ｈ30.４.２～Ｈ31.４.１生）

１回

水痘 １歳以上３歳未満 ２回
・１回目は１歳から１歳３か月までに接種し、２回目は１回目
終了後、６か月～１年あけて接種してください。
・水痘にかかったことのある人は接種対象外です。

日本脳炎

第１期　生後６か月～７
歳半未満

初回２回
追加１回

・標準的な接種開始年齢は３歳以上ですが、医師と相談した　
　うえで生後６か月から接種することができます。
・６日～28日の間隔をあけて２回接種し、２回接種後おおむね
　１年あけて１回接種してください。

第２期　９歳～13歳未満 １回 ・９歳以上10歳未満での接種を推奨します。
特例措置・特例対象者
積極的勧奨差し控えによ
り接種機会を逃した人

残りの
必要回数 ・接種については主治医に相談してください。

ＤＴ（ジフテリア・
破傷風） 11歳以上13歳未満 １回 ・標準的な接種開始年齢は小学６年生です。

　（Ｈ24. ４. ２～Ｈ25. ４. １生）

子宮頸がん予防ワ
クチン（ＨＰＶ）

小学６年生～高校１年生相
当の女子 ３回

・標準的な接種開始年齢は中学１年生です
・ワクチンの種類によって接種間隔は異なります。接種につい
　ては主治医に相談してください（９価ワクチンは２回接種可）。

キャッチアップ接種対象者
積極的勧奨差し控えによ
り接種機会を逃した女子
（Ｈ９.４.２～Ｈ20.４.１生）

残りの
必要回数 ・接種については主治医に相談してください。

医療機関名
乳幼児など定期及び任意予防接種 高齢者肺炎球菌

ＢＣＧ ５種 ４種 DT MＲ 日本
脳炎

子宮
頸がん ヒブ

小児用
肺炎球菌 水痘 Ｂ肝 ロタ おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約１期 ２期
沖田医院
殿町　　☎㉒１５５５ ○ ○
笠田医院
牛市町　☎㉒１６２１ ○ ◎ ○ ○ ○
北村内科クリニック
国分町　☎㉘２２５７ ○ ○
小池医院
日脚町　☎㉗１０２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいとう医院
朝日町　☎㉓０２２８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さかね内科
殿町　　☎㉒２２３４ ○ ◎ ○ ○
さわだクリニック
国分町　☎㉘３７７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島田診療所
殿町　　☎㉒２５１１ ○ ☆ ○
すみれ小児科
熱田町　☎㉖１００６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心療内科田中クリニック
長沢町　☎㉔１６５０ ○ ○
中村医院
片庭町　☎㉒１１８３ ○ ○
中村胃腸科内科医院
笠柄町☎㉒８０００ ○ ○
中村整形外科
殿町　　☎㉒３３２５ ○ ○
中村呼吸器内科医院
内村町　☎㉗４５９３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
西川病院
港町　　☎㉒２３９０ ○ ◇ ○
能美クリニック
天満町　☎㉒３２３１ ○ ○
真鍋医院
国分町　☎㉘００３１ ○ ○ ○ ○
丸山内科クリニック
相生町　☎㉒１１１５ ○
都医院
治和町　☎㉖０１００ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彌重内科眼科医院
高田町　☎㉒１５２７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やすぎクリニック
下府町　☎㉘１９１１ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院
熱田町　☎㉖０６８８ ◎ ○ ○
金城沖田医院
金城町七条　☎42１８００ ○ ○
酒井外科内科医院
旭町今市　☎45０２２２ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺井医院
三隅町三隅　☎32００３８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院
三隅町三隅　☎32００２１ ○ ○ ◎ ○ ○
野上医院
三隅町三隅　☎32００３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院三隅分院
三隅町岡見　☎32４３４３ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
浜田医療センター
浅井町　☎㉕０５０５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険大麻診療所
西村町　☎㉖００１４ ○ ○
国民健康保険波佐診療所
金城町波佐　☎44０００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所
旭町丸原　☎45０００２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所
弥栄町木都賀☎48５００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
びおら小児科
江津市 ☎0855535355 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上田医院
邑南町 ☎0855850070 ○ ○

◎２期・特例のみ　●中学生までが対象　☆通院患者のみ対象　◇通院・入院患者のみ対象
※　浜田医療センターは、主に入院治療や高度な医療を必要とする人を主体に対応する「中核病院」です。
　　予防接種は、できるだけ市内のかかりつけ医で受診しましょう。
※　定期予防接種は、市内の医療機関で接種するのが原則です。入院・入所や里帰りなどのため、浜田市を長期間離れ市内の
医療機関で接種ができない場合は、接種前に連絡してください。
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子宮頸がん検診

【医療機関で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上59歳までの女性

実施期間

山根病院　三隅分院（三隅町）
５月１日㈬～令和７年２月28日㈮
浜田医療センター内　健診センター
５月１日㈬～令和７年２月28日㈮

実施場所

山根病院　三隅分院　☎32４３４３
予約受付時間
　　　　毎週月・水・木曜日
        10:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　10:00～12:00
実施日　毎週月・水・木曜日
         9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　10:00～12:00
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付時間　10:00～
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上の女性
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課
実施日 受付時間 会　場

５月21日㈫

9:00～ 9:15 日脚児童館

9:50～10:05 美川まちづくりセンター

10:35～10:45 美川まちづくりセンター西分館

11:15～11:25 櫟田原公民館

13:20～14:00 石見まちづくりセンター

５月24日㈮

9:00～ 9:20 都川高齢者活動促進センター

9:50～10:00 市木生活改善センター

10:30～10:40 重富生活改善センター

11:10～11:20 木田生活改善センター

13:00～13:30 旭保健センター

・検診前の検温、体調確認のご協力をお願いします。
・マスク着用は個人の判断となりますが、重症化リス
クの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、妊婦）に
感染を広げないため、検診時のマスク着用のご協力
をお願いします。

・年度内に同じ検診を複数回受けた場合、２回目以降
全額自己負担となります（妊婦健診のＨＰＶ検査含
む）。

・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その間隔
に当てはまらない場合受診をお断りすることがあり
ます。

問合せ
　　　健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１

５月各種がん検診の日程

胃がん検診（要予約）　対象　40歳以上
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課
実施日 受付時間 会　場

５月16日㈭
9:00～11:30 石見まちづくりセンター
13:00～13:15 石見まちづくりセンター細谷分館
13:45～14:00 石見まちづくりセンター長見分館

５月20日㈪
9:00～10:30 国府まちづくりセンター
11:00～11:30 宇野東児童館
13:00～13:15 石見まちづくりセンター宇津井分館

※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶
食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。

※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度
の飲水は可能です。

※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人は検査でき
ません。

避けたほうが良い食品 肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ・いもなど

乳がん検診
対象　40歳以上の女性
【医療機関で受診する場合】（要予約）
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
申込受付時間　10:00～

実施期間
５月１日㈬～令和７年２月28日㈮
毎週火・木・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】（要予約）
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
実施日 受付時間 会　場

５月14日㈫
9:00～10:00久佐まちづくりセンター
11:00～11:30 小国まちづくりセンター
13:30～16:00浜田市役所

５月23日㈭

9:00～ 9:45 美又まちづくりセンター
10:30～11:30今福まちづくりセンター
13:15～14:00 波佐まちづくりセンター
14:45～16:00雲城まちづくりセンター

５月28日㈫
 9:00～11:00 旭保健センター
13:00～13:30 重富生活改善センター
14:30～15:30 都川高齢者活動促進センター

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶＰシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

子宮頸がん
検診予約は
こちらから
できます

胃がん検診
予約は
こちらから
できます

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

人

権

保
険
・
医
療

年

金

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活
の

中
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
き
め
細
や
か
な
支
援
を
す
る
た

め
に
、
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん

で
す
。

法
務
局
職
員
と
共
に
人
権
相
談
を

実
施
し
た
り
、
人
権
尊
重
の
理
念
を

住
民
に
広
め
る
た
め
、
学
習
会
の
開

催
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
、
地
域

密
着
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
地
域
で

受
け
て
お
り
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

浜
田表

田

映
二

佐
々
木

千
恵
美

杉
野
本

智
幸

寺
田

恭
子

中
川

伸
二

堀
口

秀
樹

松
山

レ
イ
子

森
下

孝
生

渡
邉

敏
明

金
城井

上

尊
実

大
島

正
治

森
内

純
子

旭
栗
栖

敏
彦

ほ
か
１
人

弥
栄金

高

梅
子

森
下

政
昭

三
隅白

澤

和
朋

野
上

敬
子

山
本

冨
美
惠

相
談
日
時
・
場
所

浜
田

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

※

祝
日
は
閉
所

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
相
談
室

※

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
の
日

時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
不
定
期

で
す
の
で
、｢

は
ま
だ
情
報
カ
レ

ン
ダ
ー｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー

☎
㉕
９
１
６
０

人
権
相
談
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
以
上

の
大
会
に
出
場
す
る
人
に
激

励
金
を
交
付
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
人
材
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
全
国
大
会

及
び
国
際
大
会
出
場
者
（
個
人
・
団

体
）
に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健

康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早
期
発
見

を
目
的
と
し
て
「
一
日
外
来
人
間

ド
ッ
ク
」
を
受
け
る
人
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
５
月
１
日
現
在
、
74
歳
ま
で
（
昭

和
24
年
５
月
２
日
生
以
降
）
の
浜

田
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人

②
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な
い

こ
と

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
人
間
ド
ッ
ク
」、「
脳
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

受
診
場
所
及
び
募
集
定
員

①
市
内
医
療
機
関

60
人

②
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内

健
診
セ

ン
タ
ー

２
０
０
人

受
診
期
間

７
月
〜
令
和
７
年
２
月

検
査
内
容

身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
血
液
検

査
・
心
電
図
・
消
化
器
検
査
・
腹
部

超
音
波
検
査
・
便
潜
血
検
査
な
ど

※

詳
し
く
は
令
和
６
年
度
各
種
健

（
検
）
診
日
程
表
P
12
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

自
己
負
担
金

８
０
０
０
円

申
込
方
法

郵
便
は
が
き
（
63
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住

所
・
②
氏
名
・
③
性
別
・
④
生
年

月
日
・
⑤
連
絡
先
電
話
番
号
を
必

ず
記
入
の
上
、送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
の
申

込
み
と
し
ま
す
。

※

同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先

〒
６
９
７-

８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
保
険
年
金
課

「
国
保
人
間
ド
ッ
ク
」
係

申
込
期
限

５
月
15
日
㈬
必
着

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。
結
果
は
、
５
月
下
旬
に
通

知
し
ま
す
。

※

令
和
５
年
度
に
助
成
を
受
け
て

い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」

対
象

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の
代

表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
人
（
た
だ
し
、

予
選
又
は
選
抜
を
経
て
全
国
規
模

で
実
施
さ
れ
る
競
技
大
会
に
限

る
）

※

国
際
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る
届
出

・
全
国
大
会
要
項

・
全
国
大
会
出
場
申
込
書
の
写
し
及

び
参
加
者
名
簿
（
全
国
大
会
出
場

申
込
書
の
写
し
に
参
加
者
全
員
の

住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
参
加

者
名
簿
は
不
要
）

・
県
大
会
要
項
と
予
選
成
績
（
予
選

で
は
な
く
選
抜
の
場
合
は
、
選
抜

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料
）

※

国
際
大
会
出
場
の
場
合
は
、
前

記
の
「
全
国
」
又
は
「
県
」
を
「
国

際
」
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係

☎
㉕
９
７
２
１
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伝 言 板
まちかど

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
市
営
住
宅
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

５
月
20
日
㈪
〜
31
日
㈮

抽
選
日

６
月
下
旬

入
居
可
能
時
期

７
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
5
月
10
日
㈮

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
旭
・
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

募
　
　
集

対
象

防
火
管
理
者
に
な
る
予
定
の

人
や
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

日
時

６
月
19
日
㈬
、
20
日
㈭

（
２
日
間
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50
分

場
所

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

西
部
研
修
会
館

料
金

８
０
０
０
円

定
員

８
０
人
（
先
着
）

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習

（
浜
田
会
場
）

資
格・試
験

こちらから
申し込めます

浜
田
手
づ
く
り
甲
冑
愛
好
会

手
づ
く
り
甲
冑
教
室

教
室・講
座

日
時

６
月
20
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金

８
０
０
円

申
込
み

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
し
く
は
申
込
書

を
水
産
振
興
課
内

浜
田
市
水
産

業
振
興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

こちらから
申し込めます

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

対
象

18
歳
〜
30
歳
の
県
内
在
住
者

又
は
出
身
者

日
時

８
月
21
日
㈬
〜
26
日
㈪

（
宿
泊
あ
り
）

※

事
前
・
事
後
研
修
、
報
告
会
へ

の
参
加
が
必
要

定
員

７
人
程
度

料
金

無
料

※

交
通
費
一
部
自
己
負
担
あ
り

申
込
み

５
月
20
日
㈪
ま
で
に
（
公

財
）
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
２
㉛
５
０
５
６

北
東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼

  

in
し
ま
ね

参
加
者
募
集

地
域
井
戸
端
会

〜
皆
さ
ん
の
声
を
伺
い
ま
す
〜

日
時

５
月
11
日
㈯
〜
29
日
㈬

場
所

市
内
26
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」、
二
反
田

団
地
集
会
所

※

会
場
別
開
催
時
間
や
出
席
議
員

な
ど
詳
細
は
浜
田
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
市
議
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
０
０

ホームページ
はこちらから
見られます

資
格原

則
60
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

受
講
期
間

９
月
〜
令
和
８
年
８
月

の
毎
週
金
曜
日

学
習
拠
点

い
わ
み
ー
る

定
員

25
人
程
度

申
込
み

７
月
31
日
㈬
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
に
、
く
に
び
き
学
園

西
部
校
へ

☎
㉔
９
３
３
６

※

詳
し
く
は
「
く
に
び
き
学
園
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

く
に
び
き
学
園
西
部
校

受
講
生
募
集

ホームページ
はこちらから
見られます

申
込
み

１
次
は
５
月
２
日
㈭
〜
９

日
㈭
、
２
次
は
５
月
27
日
㈪
〜
28

日
㈫
に
日
本
防
火
・
防
災
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
合
せ
（
一
財
）
日
本
・
防
火
・

防
災
協
会

☎
０
３
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３

事
前
説
明
会
６
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

後
野
分
館

料
金

無
料

※

当
日
は
甲
冑
の
着
用
体
験
可

手
づ
く
り
甲
冑
教
室

日
時

７
月
〜
令
和
７
年
３
月
（
原

則
土
曜
日
の
午
前
中
を
予
定
）

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

後
野
分
館

料
金
材
料
費
＋
年
会
費
２
０
０
０
円

申
込
み

浜
田
手
づ
く
り
甲
冑
愛
好

会

岡
本
さ
ん

☎
０
８
０
‐
６
３
１
０
‐
５
８
１
５

又
は
竹
吉
さ
ん
へ

☎
０
９
０
‐
3
7
4
7
‐
３
１
７
４

生
活
習
慣
病
の
予
防

〜
食
生
活
と
生
活
習
慣
病
〜

日
時

５
月
26
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ

ザ
講
師

島
根
県
立
大
学
（
出
雲
キ
ャ

ン
パ
ス
）
教
授

亀
山
良
子
さ
ん

定
員

20
人

料
金

無
料

申
込
み

５
月
23
日
㈭
ま
で
に
島
根

県
立
大
学
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
地
域

連
携
推
進
室
に
電
話
又
は
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら

☎
０
８
５
３
⑳
0
２
０
０

こちらから
申し込めます

島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ
ン

パ
ス
公
開
講
座

パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

５
月
８
日
㈬

（
合
格
発
表

５
月
10
日
㈮
）

検
定
会
場

浜
田
合
同
庁
舎

定
員

15
人

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

実
費
負
担
あ
り
）

選
抜
方
法

面
接
及
び
筆
記
試
験

西
部
高
等
技
術
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

お
出
か
け

浜
田
の
ま
ち
の
縁
側

20
周
年

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ウ
イ
ー
ク

日
時

①
5
月
１
日
㈬
・
８
日
㈬

午
後
２
時
〜
６
時

②
５
月
４
日
㈷
・
６
日
(振)

午
後
１
時
〜
５
時

場
所

浜
田
の
ま
ち
の
縁
側

※

詳
し
く
は
浜
田
の
ま
ち
の
縁
側

ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
の
ま
ち
の
縁
側

栗
栖
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
７
９
４
０

浜田のまちの縁側
ブログはこちらか
ら見られます

対
象

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日
時

５
月
３
日
㈷
〜
4
日
㈷

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
所
要
時
間
30
分
）

場
所

石
州
和
紙
会
館

料
金

コ
ー
ス
タ
ー
２
枚
８
０
０
円

石
州
和
紙
会
館

ゴ
ー
ル
デ
ン

　
　
ウ
イ
ー
ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
石
州
和
紙
の
網
代
編
み
」

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り

日
時

５
月
４
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

場
所

ふ
る
さ
と
体
験
村

問
合
せ

弥
栄
の
み
ら
い
創
造
会
議

杵
束
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
48
２
２
５
８

「
薫
風

は
ず
む
心

ウ
キ
ウ
キ
」

日
時

①
5
月
12
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

日
時

５
月
11
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

調
理
室

定
員

20
人
（
要
予
約
）

料
金

無
料

申
込
み

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
教
会

平
野
さ
ん
へ

☎
０
９
０
‐
２
２
９
３
‐
４
０
５
９

非
常
時
へ
の
備
え
の
会

「
食
べ
ら
れ
る
野
草
」
を

　
　
　
　
　
学
び
ま
せ
ん
か

華
道
家
元

　
　
　
池
坊
石
州
支
部
花
展

日
時

5
月
19
日
㈰

午
前
９
時
50
分
〜

場
所

美
又
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金
５
０
０
円（
未
就
学
児
無
料
）

申
込
み

５
月
13
日
㈪
ま
で
に
美
又

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ

☎
42
１
７
０
４

夢
ミ
ヅ
キ

〜
母
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
〜

訓
練
期
間

５
月
17
日
㈮
〜
９
月
13
日
㈮

訓
練
会
場

㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

浜
田
教
室

申
込
み

５
月
２
日
㈭
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

５
月
10
日
㈮

（
合
格
発
表

５
月
14
日
㈫
）

検
定
会
場

川
本
合
同
庁
舎

定
員

15
人

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

実
費
負
担
あ
り

訓
練
期
間

５
月
21
日
㈫
〜
９
月
20
日
㈮

訓
練
会
場

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
川
本
町
）

申
込
み

５
月
７
日
㈫
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

福
祉
サ
ー
ビ
ス
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

５
月
14
日
㈫

（
合
格
発
表

５
月
20
日
㈪
）

検
定
会
場

浜
田
合
同
庁
舎

定
員

12
人

受
講
料

無
料
（
保
険
料
な
ど
実
費

負
担
あ
り
）

選
抜
方
法

面
接
及
び
筆
記
試
験

訓
練
期
間

５
月
28
日
㈫
〜
８
月
27
日
㈫

訓
練
会
場

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン

タ
ー
、
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

申
込
み

５
月
10
日
㈮
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ

西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

日
時

５
月
18
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

②
5
月
13
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料
金

無
料

問
合
せ

華
道
家
元
池
坊
石
州
支
部

小
松
原
さ
ん

☎
㉕
５
５
１
４

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
１
２
０
０
円

申
込
み

石
州
和
紙
会
館
へ

☎
32
４
１
７
０



広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

第
２
５
１
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

益
田
市
久
城
町
の
古
代
史
を

訪
ね
る

日
時

５
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
40
分
〜
正
午

場
所

道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

に
集
合
し
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３
７

日
時5

月
19
日
㈰

午
後
１
時
〜

場
所

い
わ
み
ー
る
体
育
館

料
金
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

※

チ
ケ
ッ
ト
は
、
み
ず
ほ
楽
器
・

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
販
売

問
合
せ

増
野
さ
ん

☎
０
９
０
‐
３
３
７
５
‐
１
０
９
６

岡
本
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
６
０
２
‐
０
６
１
６

第
６
回

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

5
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
国
府
出
張

所
前

清
掃
場
所

畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
２
４
４
‐
９
４
２
９

山
陰
浜
田
港

　
　
ど
ん
ち
っ
ち
ア
ジ
祭
り

日
時
6
月
1
日
㈯（
荒
天
時
中
止
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

は
ま
だ
お
魚
市
場
イ
ベ
ン
ト

テ
ン
ト
周
辺

問
合
せ

山
陰
浜
田
港
ど
ん
ち
っ
ち

ア
ジ
祭
り
実
行
委
員
会

門
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
7
８
９
６
‐
３
６
８
７

日
時

①
5
月
25
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

②
5
月
26
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

久
保
田
さ
ん

☎
０
８
０
‐
１
９
２
２
‐
６
６
４
３

草
月
会
島
根
県
支
部

西
ブ
ロ
ッ
ク
い
け
ば
な
展

日
時

6
月
18
日
㈫
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金

無
料

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時

５
月
26
日
㈰

受
付

午
前
８
時
45
分
〜

場
所石

見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

石
見
海
浜
公
園

　
　
　
テ
ニ
ス
大
会（
硬
式
）

日
時

５
月
25
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

周
辺

※

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

受
付

料
金

５
０
０
円

申
込
み

５
月
５
日
㈰
ま
で
に
浜
田

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
村
井
さ

ん
へ

☎
０
９
０
‐
２
２
９
５
‐
０
５
９
９

浜
田
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

日
時

６
月
２
日
㈰

午
前
７
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
た

だ
し
梅
の
実
が
無
く
な
る
ま
で
）

場
所

三
隅
公
園
（
梅
林
）

料
金

１
㎏
１
０
０
円

問
合
せ

三
隅
支
所
産
業
建
設
課

☎
32
２
８
０
３

三
隅
公
園（
梅
林
）の
梅
狩
り

日
時

５
月
26
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

は
ま
だ
お
魚
市
場
イ
ベ
ン
ト

テ
ン
ト
周
辺

問
合
せ

浜
田
漁
港
周
辺
エ
リ
ア
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

☎
㉕
９
５
２
０

島
根
イ
タ
リ
ー

内
容

団
体
戦

（
男
子
・
女
子
・
ミ
ッ
ク
ス

各
ダ

ブ
ル
ス
）

料
金

１
チ
ー
ム
６
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

申
込
み

５
月
19
日
㈰
（
必
着
）
ま

で
に
申
込
書
を
郵
送
又
は
F
A
X

で
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

へF
A
X
㉘
０
７
９
５

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

「
い
の
ち
の
停
車
場
」

日
時

５
月
19
日
㈰

①
午
前
9
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

（
上
映
時
間
１
１
９
分
）

会
場

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内
容

現
役
医
師
で
も
あ
る
作
家
・

南
杏
子
の
小
説
を
原
作
に
し
た
医

療
ド
ラ
マ
。
在
宅
医
療
を
行
っ
て

い
る
診
療
所
に
勤
め
る
こ
と
に

な
っ
た
元
救
命
救
急
医
が
、
様
々

な
患
者
と
向
き
合
っ
て
い
く
。

料
金

一
般　
　
　
１
２
０
０
円

小
学
生
〜
大
学
生

６
０
０
円

※

当
日
券
は
２
０
０
円
増

※

ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
カ
ー
ド
使
用

可

５
月
12
日
㈰
ま
で
は
児
童
福
祉
習
慣

の
た
め
、小・中
学
生
入
館
無
料

※

５
月
７
日
㈫
は
休
館
日

春
の
特
別
展
「
ど
ん
ぶ
ら
こ
〜
し
ま

ね
に
流
れ
着
い
た
生
き
物
た
ち
〜
」

日
時

５
月
13
日
㈪
ま
で

場
所

３
階
特
別
展
示
室

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ア
ザ
ラ
シ
と
輪
投
げ
体
験
」

対
象

未
就
学
児
と
そ
の
家
族

日
時

５
月
13
日
㈪
・
27
日
㈪
午
前

10
時
〜

料
金

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

定
員

先
着
10
組

申
込
み

当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

特
別
企
画
講
演

「
住
ま
い
と
生
き
方
を
考
え
る
」

時
間①

午
前
11
時
40
分
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

講
師

高
田
泰
徳
さ
ん
（
島
根
県
社

会
福
祉
事
業
団

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
偕
生
園

園
長
）

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

時
間

午
前
９
時
〜

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

浜
田
市
教
育
委
員
会
、ラ・ペ
ア
ー

レ
浜
田
、
浜
田
ス
タ
ン
プ
会
加
盟

店
、
石
正
美
術
館
、
江
津
市
総
合

市
民
セ
ン
タ
ー

A
B
C
【
A
q
u
a
s

B
e
a
c
h
C
l
e
a
n
u
p
】

大
作
戦
i
n
波
子
漁
港

海
岸
清
掃
参
加
者
募
集（
雨
天
中
止
）

日
時

６
月
１
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

波
子
漁
港

参
加
費

無
料

※

軍
手
・
火
箸
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
不
要
で
す
。

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
（
当
日
参
加
可
・
事
前
申
込

者
飲
料
あ
り
）

※

前
日
午
後
５
時
に
公
式
S
N
S

で
開
催
の
有
無
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広
場
イ
ベ
ン

ト
予
定

５
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

３
日
㈷

西
村
社
中

４
日
㈷

有
福
神
楽
保
持
者
会

５
日
㈷

追
原
神
楽
社
中

６
日
(振)

後
野
神
楽
社
中

12
日
㈰

長
澤
社
中

19
日
㈰

岡
見
神
遊
座

26
日
㈰

都
治
神
楽
社
中

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

企
画
展「
１
１
１
年
目
の
中
原
淳
一
」

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
①

グ
ラ
ン
ト
ワ
t
e
a
ガ
ー
デ
ン
「
フ

ル
ー
ツ
ポ
ン
茶
」

日
時

５
月
19
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜

場
所

美
術
館
ロ
ビ
ー

内
容

企
画
に
ち
な
ん
だ
冷
た
い
飲

物
を
提
供

料
金

無
料

※

企
画
展
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
②

ミ
ュ
ー
シ
ア
V
o
l
・
22
音
楽
会

「
美
し
い
暮
ら
し
、
明
日
へ
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
」

日
時

６
月
２
日
㈰

午
後
２
時
30
分
〜

場
所

大
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
上

出
演か

と
う
か
な
こ
さ
ん
（
ク
ロ
マ

チ
ッ
ク
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）

岡
崎
泰
正
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）

S
i
M
A
さ
ん
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ビ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
）

定
員

50
人

料
金

自
由
席

　
　
一
般

前
売

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
当
日

１
５
０
０
円

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
５

月
26
日
㈰
ま
で
に
要
申
込
み

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

劇
団
四
季
『
ジ
ー
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス

ト=

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
』﹇
エ
ル
サ

レ
ム
・
バ
ー
ジ
ョ
ン
﹈

日
時

8
月
22
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜

場
所

大
ホ
ー
ル

内
容

キ
リ
ス
ト
最
後
の
7
日
間
を

描
く
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ

料
金
（
全
席
指
定
）

前
売
り

S
席

１
０
０
０
０
円

　
　
　
　
　
A
席　
　
８
０
０
０
円

　
　
　
　
　
B
席　
　
６
０
０
０
円

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
８

月
15
日
㈭
ま
で
に
要
申
込
み
。
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図書館情報
開館時間 ５月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 13日㈪･27日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ７日㈫･13日㈪
20日㈪･27日㈪
31日㈮

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

こ
ど
も
の
読
書
週
間

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
、
こ
ど
も
の

読
書
週
間
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ひ
ら

い
て
ワ
ク
ワ
ク

め
く
っ
て
ド
キ
ド
キ
」
で

す
。
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
い
本
や
よ
い
雑
誌

に
親
し
む
こ
と
を
す
す
め
、
読
書
の
楽
し
み

や
喜
び
を
知
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

貸出ベスト10（令和６年３月期）
順位 タイトル 著者
1 星を編む 凪良　ゆう
2 あなたが誰かを殺した 東野　圭吾
3 ブラック・ショーマン
と覚醒する女たち 東野　圭吾

4 変な家２ 雨穴
５ 汝、星のごとく 凪良　ゆう
６ 墓じまいラプソディ 垣谷　美雨
７ 八月の御所グラウンド 万城目　学
８ 風に立つ 柚月　裕子
９ 喫茶おじさん 原田　ひ香
10 52ヘルツのクジラたち 町田　そのこ

佐
々
田
奉
公
会
簡
易
閲
覧
所
の
ご
案
内

佐
々
田
奉
公
会
簡
易
閲
覧
所
は
、
気
軽
に
本

を
手
に
と
っ
て
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
市
内
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
年
２
回
本
の
入
替
を
行
っ

て
い
ま
す
。
５
月
に
は
新
し
い
本
も
含
め
た
入

替
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
設
置
場
所
】

長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
周
布
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
美
川
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

大
麻
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
国
府
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
、
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
後

野
分
館
、
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
見
分

館
、
国
府
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
有
福
分
館
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
久
佐
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
木
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
安
城
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
井
野
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

会
期

５
月
26
日
㈰
ま
で

◎
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜
日

に
家
族
で
来
館
し
た
高
校
生
以
下
の
観
覧

無
料

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

企
画
展
「
石
本
正  

お
ん
な
の
美
」

【
企
画
展
示
室
】

平
坂
常
弘
展「
石
見
野
こ
こ
ろ
あ
る
も
の
」

平坂 常弘「赤い果実」
2022年

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】（
観
覧
無
料
）

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ「
グ
ル
ー

プ
展
２
０
２
４
」

会
期

５
月
６
日
(振)
ま
で

※

最
終
日
は
、
午
後
３
時
ま
で

展示替え休館日 ５月27日㈪～６月７日㈮

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
石
州
和
紙
で
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！

日
時

５
月
４
日
㈷

午
後
１
時
〜
３
時

会
場

石
正
美
術
館
回
廊（
雨
天
時
創
作
室
）

定
員

15
人
（
要
予
約
）

参
加
費

５
０
０
円

浜
田
市
三
隅
町
の
伝
統
工
芸
品
「
石
州
和

紙
」
を
つ
か
っ
て
、
世
界
に
ひ
と
つ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
第
62
回
石
本
正
絵
画
教
室（
風
景
ス
ケ
ッ
チ
）

日
程

５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

会
場

石
正
美
術
館
創
作
室
・
大
麻
山
神
社

定
員

30
人
（
要
予
約
）

参
加
費

５
５
０
０
円

特
別
講
師

西
久
松
吉
雄
（
日
本
画
家
、
当

館
館
長
）

石
正
美
術
館
で
は
、
日
本
画
家
・
石
本
正
の

希
望
に
よ
っ
て
、
絵
の
技
術
で
は
な
く
「
絵
の

心
」
を
伝
え
る
教
室
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
気

軽
に
、
楽
し
ん
で
」
と
い
う
石
本
の
絵
に
対
す

る
姿
勢
や
喜
び
を
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
共
に

楽
し
む
教
室
で
す
。

絵
を
描
く
の
が
好
き
と

い
う
人
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
の
人
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大麻山神社庭園

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

令
和
５
年
度

総
合
政
策
学
部

卒
業
証
書
授
与
式
・
大
学
院
学

位
記
授
与
式

３
月
19
日
㈫
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、
総
合
政
策
学
部
卒
業
生

２
１
２
人
、
大
学
院
修
了
生
３
人
が

旅
立
ち
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

山
下
一
也
学
長
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
に
対
し
て
、
総
合
政
策
学
部
卒

業
生
代
表
の
大
庭
麗
珠
さ
ん
、
大
学

院
修
了
生
代
表
の
李
強
さ
ん
か
ら
、

「
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
仲
間
た
ち

と
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
考
え
、
創

り
上
げ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
や
自

身
の
未
熟
な
部
分
を
身
に
染
み
て
感

じ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
よ
り
広
い

視
野
を
持
つ
た
め
に
客
観
的
に
物
事

を
捉
え
、
周
り
を
巻
き
込
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。
困
難
と

出
会
っ
た
時
こ
そ
、
自
分
の
弱
さ
と

向
き
合
い
、
試
行
錯
誤
し
続
け
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、

い
つ
も
力
に
な
っ
て
く
れ
た
友
人
や

先
生
方
、
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
」「
日

本
語
を
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
北
東

ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
と
い
う
、
よ
り

大
き
な
世
界
や
学
び
と
触
れ
合
う
機

会
を
い
た
だ
い
た
。
先
生
方
か
ら
の

教
え
は
、
複
雑
な
北
東
ア
ジ
ア
国
際

関
係
の
理
解
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な

知
見
や
教
育
・
研
究
者
と
し
て
備
え

る
べ
き
素
質
の
獲
得
を
も
た
ら
し
、

こ
れ
ら
は
私
の
人
生
の
宝
物
に
な
る

と
確
信
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

学
び
続
け
る
姿
勢
を
持
っ
て
、
国
際

社
会
に
貢
献
す
る
人
間
と
し
て
成
長

し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
、
６
期
生
と
な

る
し
ま
ね
地
域
マ
イ
ス
タ
ー
課
程
認

定
証
と
島
根
県
立
大
学
賞
の
授
与
を

行
い
ま
し
た
。

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０

卒業式の様子

大
学
図
書
館
を

　
　
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
で
は
、

15
歳
以
上
（
中
学
生
を
除
く
）
の
学

外
利
用
者
の
受
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

図
書
は
約
22
万
冊
、
雑
誌
は
１
５

０
０
タ
イ
ト
ル
以
上
、
そ
の
ほ
か
新

聞
、
視
聴
覚
資
料
な
ど
を
所
蔵
し
て

い
ま
す
。
読
書
や
勉
強
な
ど
、
図
書

館
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
来

館
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

図
書
情
報
課

☎
㉔
２
２
０
４

公
開
講
座
会
員
募
集

本
学
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

大
学
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
公
開
講

座
会
員
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

特
典
と
し
て
、
会
員
証
の
発
行
、
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
の
提
供
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図

書
館
へ
の
入
館
及
び
本
の
貸
出
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
会
費

は
無
料
で
、
更
新
手
続
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
か
ら
の
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ

連
携
交
流
課

☎
㉕
９
０
６
３

広
報
誌
「
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」

　
　
　
　
　
　
第
18
号
を
発
行

島
根
県
立
大
学
で
は
、
教
育
・
研

究
・
地
域
連
携
な
ど
の
様
々
な
取
組

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、大
学
広
報
誌「
Ｏ

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

第
18
号
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
再
開

し
た
海
外
留
学
に
つ
い
て
の
取
組
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
版
を
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

ORORIN 第18号

最新号は
こちらから

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

vol.247
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://ｗｗｗ.u-shimane.ac.jp

41 広報はまだ：令和６年５月号 40広報はまだ：令和６年５月号
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月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.329

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

「
ひ
ら
め
き
美
術
展
」開
催
中
！

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

ア
ー
ト
で
脳
ト
レ
「
ひ
ら
め
き
美
術

展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

展
示
室
は
「
謎
解
き
ゾ
ー
ン
」
と

「
脳
ト
レ
ゾ
ー
ン
」
に
分
か
れ
て
お

り
、
ク
イ
ズ
形
式
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

挑
戦
し
な
が
ら
当
館
の
収
蔵
作
品
を

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
令
に
答
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

来
館
者
が
思
い
思
い
に
描
く
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
自
由
に
表
現
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
と
好
評
で
す
。「
ひ

ら
め
き
マ
シ
ー
ン
」
と
名
付
け
ら
れ

た
箱
の
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
と
、
丸
や

三
角
、
四
角
な
ど
の
形
が
描
か
れ
た

紙
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
形
を
何
か

に
見
立
て
て
色
鉛
筆
で
自
由
に
表
現

し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。
花

や
家
、
顔
や
風
景
な
ど
が
次
々
に
誕

生
し
て
い
ま
す
。
十
人
十
色
、
ア
イ

デ
ア
次
第
で
様
々
な
模
様
や
形
に
変

化
す
る
面
白
さ
を
体
験
し
て
く
だ
さ

い
。最

後
に
は
、
宝
箱
を
あ
け
る
指
令

も
出
さ
れ
る
な
ど
、
終
わ
り
ま
で
ワ

ク
ワ
ク
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

展
覧
会
で
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
が

体
験
す
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期

５
月
26
日
㈰
ま
で

料
金大

学
生
以
上　
　
　
４
０
０
円

小
・
中
・
高
校
生

３
０
０
円

ひらめきマシーン

展示室の様子

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

定
員

30
人
（
Ｇ
Ｗ
期
間
以
外
）

時
間

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

※

参
加
受
付
は
、
当
日
１
階
・
創

作
室
で
午
後
３
時
30
分
ま
で
。
材

料
が
な
く
な
り
次
第
、
受
付
を
終

了
し
ま
す
。
混
雑
時
は
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
鯉
の
ぼ
り
を
デ
ザ
イ
ン
！
》

◎
３
日
㈷
〜
6
日
(振)

定
員

50
人

参
加
費

５
０
０
円

《
ダ
ン
ボ
ー
ル
ブ
ロ
ー
チ
》

◎
11
日
㈯
・
12
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

《
風
船
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
》

◎
18
日
㈯
・
19
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

《
紙
コ
ッ
プ
け
ん
玉
》

◎
25
日
㈯
・
26
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

鯉のぼりをデザインの作品例

５
月
の
休
館
日

月
曜
日

13
日
・
20
日
・
27
日

振
替
休

７
日
㈫

展
示
替

28
日
㈫
〜
31
日
㈮

「
ブ
ー
タ
ン
に
画
材
を
送
ろ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ご
協
力
の
お
礼

広
報
２
月
号
で
掲
載
し
た
「
ブ
ー

タ
ン
に
画
材
を
送
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
無
事
に
終
了
し
た
こ
と
を
ご

報
告
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
画
材
は
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
５
箱
分
に
及
び
、
４
月
上

旬
に
無
事
、
ブ
ー
タ
ン
へ
発
送
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

画
材
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
ま
た
温

か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ブ
ー
タ
ン
へ
届
け
た
画
材
は
各
学

校
へ
と
配
布
さ
れ
、
図
工
の
授
業
で

活
用
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
当
館
で
は
、

ブ
ー
タ
ン
の
美
術
教
育
を
支
援
す
る

活
動
を
行
い
ま
す
。
ブ
ー
タ
ン
の
子

ど
も
た
ち
が
描
い
た
作
品
も
機
会
あ届けた画材の一部

る
ご
と
に
紹

介
し
ま
す
の

で
、
子
ど
も

た
ち
の
表
現

を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,749 17,445 19,096 36,541
金 城 1,820 1,839 1,953 3,792
旭 1,253 1,223 1,203 2,426

弥 栄 621 522 571 1,093
三 隅 2,687 2,550 2,703 5,253
合 計 25,130 23,577 25,519 49,096

（単位：人）
人　口（３月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

今月の表紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

５ 令
和
６
年

N
o.277

広
報

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

４
月
２
日
㈫
、
三
隅
町
の
三

隅
大
平
桜
が
満
開
に
な
り
見
頃

を
迎
え
ま
し
た
。
白
い
花
び
ら

が
大
き
く
張
っ
た
枝
に
咲
き
誇

り
、
暖
か
な
春
風
に
桜
吹
雪
が

舞
う
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
花
見
客
が
訪
れ
、

桜
の
前
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、

弁
当
を
食
べ
た
り
と
、
思
い
思

い
の
花
見
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
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